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未来を拓く力を育成する
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発刊 に当たって

近年のめまぐるしく変わる社会情勢の下,学校には益々大きな期待が寄せられていると

考えられます。教育の営みは,こ の教育を取り巻く状況が時代とともにいかに変化しよう

と,学校 (教職員)・ 家庭 。地域社会の信頼関係が基盤になつていることには変わりありま

せん。また,子供の教育効果はこの三者の連携によつて,よ り強固なものになるものと思

います。

昔から「国家百年の大計は教育にあり」という言葉を聞きます。教育の結果はすぐには

見えませんが,私たち教育関係者はじめ,家庭や地域社会もこの言葉をかみしめ,将来に

責任をもちたいものです。

さて,いよいよ小学校から新学習指導要領による移行措置が始まります。子供たちに新

しい教育課程のもとで生き生きと活動する姿を求めるためには,普段の教育活動を広い視

野から見つめ直し,多方面との実践交流を進めることが必要です。直接子供を教える教員

の授業観,指導観,教材観の中に新しい流れを取り入れ,研修を通して考察を加え,独断

的なものに陥る危険性を回避することが大切ではないでしようか。

留萌管内教育研究所では,この度, 3年間の継続研究をまとめて研究紀要第14号として

発刊する運びとなりました。

当研究所の研究員は研究主題の下,研究協力校や研究協力員の思いを共有しながら研究

のまとめを行つてきました。テーマに沿つて授業を作り上げ検証を終えたときの双方の満

足感や達成感は大きなものです。この研究が,各学校の授業づくりに少しでも役立つこと

ができれば研究員の苦労が報われます。忙しい毎日ですが是非目を通していただきますよ

うお願いいたします。

私たちは,今回得ることができた貴重な実践資料をもとに成果と課題を整理し,次の研

究に取り組んで参ります。今後も協力校,協力員による検証授業とともに研究を進めて参

りたいと思いますので,検証授業の際には多数参加していただき貴重なご意見をいただけ

れば幸いです。

最後に,こ の研究に深いご理解とご支援をいただいた留萌教育局,留萌管内市町村教育

委員会,そ して,全力を傾注して研究に加わられた研究協力員,研究協力校の皆様に心か

ら感謝申し上げますとともに深く敬意を表します。

平成 21年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 檜 森 博 仁
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現代 に生 きる子供 た ちは ,社会の激 しい変化 に よつて将来への展望 を も

ちに くくな つてい る。 その背 景には,人 間性 や社会性 をは ぐくむ上で重要

とな る自然体験 。社会体験 の機 会や場の減少 ,倫理観や社会性 の不足,規

範意識 の低 下 ,自 立の遅れ等が あ る。 それ らは,学校 にお け る暴力行為や

い じめ,不 登校 とい つた憂慮すべ き問題 に,大 きな影響 を与 えてい ると考

え られ る。 また最近では,い じめに端 を発す る とされ る中学生の 自殺や ,

それ にかかわ る諸問題 について も,早急かつ 具体的な手立てが求 め られ て

い る。 この よ うな学校 教育が抱 える問題 を抑 止 し,ま た改善へ と導 くため ,

豊かな心 をは ぐくむ ための教 育が求 め られ てい る。

本研 究所 では , これ まで 4次 に及ぶ 共同研 究 を行 つて きたが ,こ れ らは

いずれ も学習指導に重点 を置いて研 究 を進 め,様 々な成果 を収 めて きた。

また,研 究 を推進す るにあた り,各 教 育機 関の協力の 下,管 内教育の実態

に照 ら し合 わせ ,教 育現場 で生 きる実践 を行 うべ く,研 究 主題 を設定 して

きた。

今回新 たな研 究に取 り組 むに 当た り,こ れ まで推進 して きた 「学びの教

育」 と両輪 を成す といえる 「心の教育」の 充実 を図 りたい と考 えた。 同時

に,心 の教育の基礎 とな る道徳教 育に関す るア ンケー トを管内にお いて実

施 した ところ,研 究の推進 を求 める意見が多 く開かれ た (※ 巻末付録 「
『 道

徳教 育に関す るア ンケー ト調査』の結 果 と考察」参照 )。 管内教育の一層の

充実のため,本研 究主題 の 下,研 究 を推進 したい。

北海道教育研究所連 盟 (道 研連 )で は ,今 ,学校や教師 は何 をすべ きか ,

その具体的 な方策について模索すべ く,研 究 主題 を「『 確 かな学力』と『 豊

かな心』 をは ぐくむ新 しい学校 教育の創造 Jと 設定 して, 3か 年経続研 究

(3年次)を 進めてい る。 次のペー ジの よ うに 3つ の部会 を組織 し,主題

の解 明に向け研 究 を重ね てい る。「心の部会」では,「 豊かな心 Jを は ぐく

むために ,自 らを知 り自らを高め よ うとす る中で将来に向けて 自己の在 り

方や生 き方 を確 立 し,ま た他 とのかかわ りについて考 え集団や社会 に貢献

しよ うとす る中で共に支え合い生 きてい く力を身 に付 け させ る ことが大切

である とい う基本的 な考 えを打 ち出 してい る。本研 究を推進す ることに よ

り,道 研連研 究 主題解 明の一翼 を担 うことがで きる と考える。
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「未来を拓<
力」とは

「心の教育」
とは

「自分を見つ
める」とは

現代 の子供 た ちには,「 未来 を拓 く力」が求 め られ てい る。「未来 を

拓 く力」 とは ,現代社会の激 しい変化 に対応 し,常 に前向 きな姿勢 で ,

未来 に夢や希望 を もち, 自らの人生や未来 を切 り拓 いてい く力であ る。

人が未 来に希望 を もつて生 きるためには,そ れ ぞれ の理想像や 日標 を

明確 に し,そ れ を実現す るための実践 力を身 に付 ける ことが必要であ る。

その実践 力を養 うために,重 要な要素 とな るのが 「豊かな心」であ る。
「豊かな心 Jと は,美 しい ものや 自然 に感動す る心 ,正 義感や公正 さ,生
命や 人権 を尊重す る態度 な どの様 々な感性 であ り,こ れ らの 力を育て る

のが道徳教 育であ る。

自らの力で未来 を切 り拓 くには ,自 己の在 り方や 生 き方 を確 立 しなけ

れ ばな らない。 その第一歩 と して必 要 となるのは ,自 己を的確 に理解 し,

自己を肯定す る ことであ る。 自分の もつ個性 とは どの よ うな ものか , 自

分の抱 える問題 は何 なのか , 自分は どの よ うな存在 であ りたいのか ,そ
の よ うな 自己理解 を深 め, 自己肯定感 を高め ることで ,積 極的 に 自分の

生 き方や在 り方を探 究 してい こ うとす る姿勢 を身 に付 け ることがで きる。
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「他と豊かに
かかわる」と
は

「心の教育」
にかかわる各

領域の連携に

ついて

現代 の社会や学校が抱 える問題 ,す なわ ちニー トの増加や少年犯罪の

頻発 ,い じめや 不肇校等の問題 の背 景には,他 者 と豊か にかかわ り共に

生 きてい く心や 方法が身 に付 け られ ない とい う状況があ る。 良好な人間

関係を築 くことがで きなか つた り,互 いの人権 を尊重で きなか った りす

る中では ,共 に支え合い高め合 うことは困難である。

互いの思 いや意見 を適切 に伝 え合 う力を身 に付 け るためには,集 団活

動 を行 う中で,一 人一人が 自分 を主張 し,他 を認 め,生 き生 きと生活 で

きる風 土を形成す ることが求 め られ る。 その中で,個 々の 子供 が心の充

実や 存在意義 を実感 で きる活動や 互いの 考えや意見を豊かに表現 し合 う

活動 な ど,集 団活動の工大につ いて研 究 を進 め ることが求め られ る。

また,広 い意味 での他 とのかかわ りと して,家 庭や地域社会 ,自 然 と

のかかわ りが考 え られ る。 その過程 においては ,自 然体験や ポ ランテ ィ

ア活動等の体験 活動が重要 となつて くる。 体験 を伴 つた活動は ,自 然や

美 しい ものに感 動す る心や感性 ,生 命 を大切 にす る心や 異質 な もの を尊

重 し受 け入れ る寛容 な精神 を,直 接 的 には ぐくむ ことが で きるためであ

る。 また ,そ れ らの活動 を通 じ主体的 に物 事に取 り組 む姿勢 を身 に付 け

ることも重要であ る。 自ら課題 を見付 け,学 び考え,問 題 を解決す る力

を養 うことが ,未 来を切 り拓 くことにつなが る。 その よ うな観点か ら ,

地域環境 を生か した広 い活動の場 にお いて ,連 携 を図 りなが ら活動 を進

める ことが必要 とな る。

「心の教 育」は,道徳 の時間のみ な らず ,特別活動や総合的 な学習の

時間 ,各 教科 の学習 において も,意 図的に実践 し,連携 を図 る ことが大

切である。 それ ぞれ が有機 的 に絡み合い,補 充・ 深化・ 統合 し合 うこと

に よつて,そ の教 育的効果は大 き くな る。 自己を理解 した上で他 とかか

わ り,再 び 自己を見つめ直す ことで深い内省 が生 まれ た り,広 い視野 で

様 々な もの とかかわ る中で,道 徳性 が発揮 され 更なる深化 を遂げた り,

あるいは多様 な体験活動の 中で見付 けた 自己の 目標 を達成す るため,内

な る対話 を繰 り返 した りと,各 領域 の効果的 な連携 を図 ることは重要な

意味 を もつ。
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(5) 今年童の計■

4月 。年間計画立案 。道研連定期総会

【4月 18日 〈金)】

5月 第 6回 合同研 究会議

6月 今年度の研 究に関す る理的 の深化

7月 ・ 検証授業にかかわる計画推進及び理論

研究

・ 北海道教育研究所連盟夏季研究所

員研修会

【7月 28日 (月 )～ 29日 (火 )】

8月 ・検証授業指導案検討

9月 検証授業

検証授業の成果 と課題の検討

検証授業指導案検討

。第63回 北海道教育研究所連盟研究

発表大会 (旭川大会 )

【9月 18日 (木 )～ 19日 (金 )】

10月 検証授業

検証授業の成果 と課題の検討

検証授業指導案検討

H月 。検証授業

・検証授業の成果 と課題の検討

12月 。第 7回合同研究会議

1月 。研究紀要編集作業

2月 。第 8回 合同研究会議

3月 研 究紀 要第 14号 発刊
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7研究の■遺

:風米Ij」 〈刀ヨ手J譲丁3
nぃり麟手J」 り翼蛯J出 rラ毬

～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を養うために～

◇自らを知り,主体的によりよく生きようとする子供
◇自らの個性を生かしながら,他者と支え合い生きようとする子供
◇理想の実現に向けて,自 らの思いを実践できる子供

HEお いて,日
u● 高めるよう
ることで,遺●儀
せ,■●的に自己

しようとする
ことができる。

贅■0日発・工夫

自己0実現し,未未●切
ぐくむことができる。
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他領域 との関連付 けを図 つた指 導の工夫に関 して

「
道徳教イン )現 状 と課題 ,改 善の 方向性 |(中 央教 育審議 会)の |]〔

心の教 育に 1対 して次の よ うな指摘 がな され てい ろ

子どもの心の成長にかかわる■状を見るとき,子 どもを取 り● く環境の童化,家

庭や地域社会の●宙力の低下,体験の減少等の中,生命尊重の0の不十分さ。自尊

感情の乏しき,薔本的な生活口償の朱籠立・ 規籠童諄の低下,人間口係を形成する

力の低下など,子 どもの心の活力が口つている傾向が指摘されている。また。社会

0日への意歓や饉度の影成が求められている。

(中略)特に小学校富学年や中学校の段階で,法やきまり,人間田係,生 き方な

ど社会的自立に目する学口において,よ り効果的な指導を行 うため,遺籠の時間お

よび各敏科0それぞれで担 うものや相互の日違を麟まえ,指導方法や教材などにつ

いて工夫することがあ晏である。

この よ うな指 摘 は ,今 に 始 まっ た もの で は な い。 41命 尊 lTIの 心 を 育成 す る 人り,さ が 叫 ば

れ る中 い にど)や ri殺 の 報 通 |■ 続 き ,「1尊 感 情 の 乏 しさに よ る イ(登 校 りこ童 4i夕tの 増 加 や 勉 学

意 欲 の 喪 人が 指 摘 され る .

今 学 校 教 育 に求 め られ て い る こ とは ,道 徳 教 育 ,心 の 教 f下 を 見直 し,指 導 実 践 を 具体 的

に 充実 させ る こ とで あ る。 道 徳 教 育 に 1対 す る授 業時 数 を確 保 し,地 域 や 学 校 の 状 況 ,児 :F

生 徒 の 実態 に応 して,授 業 の 質 を 向 liさ せ な けれ ば な らな い .

本研 究所 では,「 未 来を打iく ノJを 育成す る『 心 の教 育」 の実践的研 究 |を 研 究 l:題 に掲

げ , 11か Oi継 続研究に取 り組tん でお り,今 年度 は 3年 次の ま とめの年であ る 1年 次は 各

領域 の特色 を41か した学習 内容の 11人 を追求 し, 2年 次は各領域 にお :ナ ろ指 導体制や 方法

の Ii夫 について研 究 を推進 して きた。 そ して, 3年 次 とな る今年度は ,他 領域 との 1月 連付

けを図 つた指導 の 11夫 を追求す る ことで,「 供 たちの心の成 長につなが る実践的研 究 を行

い,成 果 と課題 をりl確 にす るよ う努め る。

各領 域 に お い て 行 わ れ る 道 徳 教 育 が 効 果 的 に 関 連 付 け ′,オ tる た め 1二

は ,道 徳 教 育の 全体 計 画 の 見直 しが 必 要 で あ る。そ の liで ,道 徳 の 時 ‖l.

特 別 活 動 ,総 合的 な学 習 の 時 間 な どの 年 間 指 導 計 画 を 分 か りや す く活 用 しや す い もの に改

善 しな けれ ば な r)な いⅢ そ の 際 に 大切 な こ とは ,明 確 化 と li点 化 で あ る.地 域 や 学 校 の状

i兄 ,りここ生 徒 の 発達段 階 や 実 態 を踏 まえ,身 に付 け させ るべ き道 徳 的 価 値 をりi確 にす る ,

そ の liで 、 りlご とあ るい は 学 期 ご との 重点 ‖標 を設 定 し,同 ‐の 時 期 に同  の道 徳 的 価 1に

を複 数 の 領 域 で扱 うこ とで,深 化 ・ 補 充・ 統 合 を図「,な けれ ば な らな い

たた ,年 ‖l指 導 計口1を ,児 童生 徒 の 実 態 や 変 容 に応 して そ の 都 lt見 直 す こ と も
'1要

で ル,

る 学 習 活 動 を通 じて 新 た に 見 え て く る実 態 を 考慮 した り,学 習 活 動 の過 程 にお け る変 容

を加 味 した りす る こ とで ,身 に付 け させ るべ き道 徳 的 価 値 t)変 化 し,よ り効 果 的 な道 徳 教

育 を実 践 す るた め ,指 導 計 口iの 修 正 1)必 要 とな ろ

-9



―

Ｊ
Ｊ
一
ロ

一
一
一
曇

/
1屋圧:ネ::ご

と
|)》 ["Ⅲ・ 修工

|)》

②全体計画の見直 し

月ごと。学期
ごとなどの■
点目標の設定

道徳的自田カロ成の岨

【遭徳の時間】
～Em青 の専～

◇体口や学び●相■・

道徳的価

値の明確
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との目運付けを図つた年間指導計画の具

月 特 別 活 動 道 徳 の 時 間 総 合的 な学習 の時間

4月
0■目させる

O r +S oHEl. < !t€

〔::ill::li〔 iiiム くり魯

④話 し合い活動につい
■

□111:入 学式   ｀

◇新人生歓迎集会

)① 向上心や個性の伸長

【副「書を語る」1(5)】

)② 集団の 員としての自

暉 党や愛校心の育成

【晨J「 校Rは llき

"中

J 4-(7)】

卜③ 自主・ 自律,誠実な心

の育成 【副「告白1(3)】

5月
"「

~

嗜 え力0■に付けさせる

o tr ry++ d) ltlFlf fi11:

f:rt\(Y;rl) e
(i {.{ -'i- ,.. !:,(D tt'*(: tit tf

(itrL6*j'l e
@Ri[fil:-r'(€iI

つ

◇生徒総会

■

●

卜副 け■り 」■ 0月

⑤信頼・友情の尊さの理

)解

【餞J 「ちいちやんのFl」 2-(3)1

⑥励まし合い,高 め合 う

〉態度の育成

【昌ll「 いつも一緒に」2-(3)】

6月
てヽ●えさせる

③体育大会を通 じて学ス
(

だことを交流 しよう .
⑨人はなぜ学ぶのか考え

よう        。

⑩学習状況を見直そう 目
①将来の夢や進路につい

て考えよう

□体 育大会      1
◇ 中体連 管内 大会壮行会

9食
f副 禽二鳥i■ふT

OFE想 をもち実現しよう
〉 とす る態度 の育成

:脚l「 デ ンさん」1(4)1

b強 い意志をもとうとす

る心の育成

い 1「 誤差02%」 1(2)】

⑩ ll来 へ希望をもち未来

を切 り拓 こうとす る態

度の育成

【4,「 22世 記
"わ

たし11-(2)】

7月

D公 徳心・公共心の育成

【副「マリア・ルス号事件」4(3)】

1学 期 を反 省 し夏休

の 計 画 を 立て よ う

おむbe冑口す0 1

静 攀ラィ17-l⑫

― H―



⑬差別や平等について考

えよう      く

□終業式

⑫差別や偏見のない社会
〉を実現しようとする′ご

の育成

〔副 「あふれるlJ 4-(4)】

⑬差別を克服 しようとす

る勇気ある態度の育成

【参 「ハンナ・ リデルの

生涯」4(4)】

;曇「:£」
リアフリー

○ボランテ ィア活動の計

画立案 と実践

8月

[il:l][ifil
□始業式      賢

・
ぅ

一

・

ｒ

β雰響β
実現を日指す心

【ノ 「自分の人生は自分の手で切り拓こうJ

日 1-(4)】
⑮個性を大切に し充実 し

た人生を追求する態度

の育成

【参「真のプロフェッショナル1-(5)】

9月 :マ ■・     |

●

@ g *tr6o ft.'{at-,v)
t:T*5:&AffiLA{
,i) I

@r" t:Lo(*S-c*
E/e11*t.$.Yq;taa
rrLDh'4*-ta l@*Ertr+d)+d) r4l
E0mlr2r,'(+iI I

@+&.Hafr.xr:ifirt( l
tfLe*r, a'l

PTま
[季 :意層暫『

め

`【

副「ふるさとにJう」4(8)】

Pttζ lfξ ttβ :]翼

けとする態度の育成
【ノ 「いろいろな立場があり考えがある」

2-(5)】

⑬他を理解し謙虚に学ぼ
〉うとする態度の育成

:副 「遠足」2(5)】

○研修 計画の立案

:『誓,塁塁
作成

○ レポー ト作 成

○ 発 表 交流

10月

④学校祭を通 じて学んだ

ことを交流 しよう 
く

①人はなぜ働くのか考だ
よう       ・

0進路希望調査   (

♀量〔F4)∬ I:響∬

【副「綱のある手紙」2-(2)】

④勤労の尊さや意義の理

'解 【副「ごみ仲口」4-(5)】 (

…

ヽ

 1

0職 業に関す る調査活動

○集 団や社 会のマナーや

b礼儀 に関す る学習
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○職 場 体験 の 実 践

○ 成 果 や 課 題 な どの ま と

め活 動

H月 □
OtiI:安 全につい

L

O季節 ごとの健康管理に

'ついて意見交流 しよう

④心 と体の成長について4

考えよう      ■
④食 生活 を見直 し意 見交

流 しよ う

′I;[事 Ttti層響よ
u副

「花に1せて」3(3)]

②生命 を尊重す る心 の育

″成

口【
ノ「かけがえ0ない生IJ 3-(2)】

④人間 と して生 きる喜 び

を大切 にす る心の育成

【口!「 最後の一彙J 3-(3)】

0困 難に負けず強く生き

ようとする態度の育成

【参 「日は見えずとも」3(3)】

12月

…

…

 l

め よ う

□終業式

② 2学 期を反省 し冬休
%

の計画を立てよ う  こ
① 自分たちの住む 日本 と

い う国について考えを1

交流 しよう

0日 本 と外国の違いに
■

いて話 し合い考えを深

′昌繊含名よI響滉
党と

Ъ[撃 L平和や人類の幸
ゅ

福に貢献しようとする

【り1旱鰍層舜‖油
ヒ
Q伝棋讐L承 し文化を倉1

漏ヤ』亀島庶∴13早
1月
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2月 |●冑慮する

⑫ 学 校 の き ま

考 え よ う

りについ
■
4

0社会 のマナーや 常識 にロ

つ いて話 し合お う 侶

① きま りを連守 し社会の
)

1秩序を高める心の育成

11副
「

`り

ま助活動」4(2)1

①権利 と義務を重ん じる

態度の育成

【ノ 「絆られたくないのはみんな‖t4-

(2)】

3月
St´

●

O卒 業 生 に 対 して 自分 た

ちができることを話 L・

□卒業式

◇卒業生を送る会

③ 人に対す る感 謝 と思 い

言
や りの心 を伝 え よ うと

す る態度 の育成

L【 昌J「 五文字の心」2-(2)】

祐友人と励まし合い高め
合お うとする態度の育

成 【参「先1の姿」2-(3)】
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価値の重点化と関連付けを図つた単元学習の

牛キ別 |:1!助 il徳 び)ロケ|‖ l 総 r)的 な学 習 の‖キ|‖ 1

■日のabの大切さを理解させる

O舞 台 発 表や イ1:″ 1展

示 を i」 して , 来枝

者´ヽ υ)感 謝 や lご い

ゃ りσ)心 を 示す

〔〕l● 食 の 調 F‖ や ItlK′た

を i」 して lJl( ■ L

の 意 義 を 考え る

0弾 金 な どの ポ ラ ン

テ ィア活 動 を通 じ

て ll祉 |こ つ tヽ 〔考

■ を i矢 め る

rOrを●り返る」
学崚無を通して学

だことを振り返り
した内容を,

活に役立てる。

● lJlく こ との 喜び

○ マ リー ベ'礼 催 . 11

綺卜の 人り,さ

0働 く こ との 意 義

0■1想 を実 現 しよ う

L=| ろ′とヽ

C社 会 ′)発 展 1■ ri献

ヒ にう と lろ ′とヽ

●働 くこ ヒ′)ご 義

]感謝や思いや りの′と

〔l lJlく こ |の 意 義

()感 謝や思 tヽや り′,′とヽ

C)家 族 ・ 地 域 の  Iミ

と して′)「 !屯

()多 様 な t,の の 見 方

ゃ 考ズ ノプの F世 解

(]謙 虚 に学 |=う とJ

ろ′とヽ

「一枚のはがき」

お世話になつた晨父

からのはがきに書かれ
.ていた「口出する心の

大切さについて,どの

ように考えるか。

Oマ 十一やネし能の 人

切 さ

●′惑納|やりごtヽやりυ,′ とヽ

「亀日のある鋼
亡くなつた人

書の気持ちがつづら

た手紙を,

屈けようとする

の姿をどう思うか。

「ごみ引旧Ш
繰り返し汚される

み置き場の清掃を,

る主人公の姿をどの

うに思うか。

「マナーや礼●0争ロ
マナーや礼

切 さ

::l謙 lF I二・|´ド′亡ヽ

1)働 くこ ≒の意義や

喜び

■マナーや IL僕 の 人

切 さ―L tt lllや 思 tヽ

べ'り υ).と、

1)謙 た

'1二

学 ぶ ′とヽ

「l i:`l`り 11

1二 責任 を

1封 性 を′
|:

した 11き

す る .亡ヽ

考 え「|ら

もつ ′しヽ

か し充 実

17を 連 求

円腱 qttD■婦 ●」
将来戯きたい●彙

体験したいmに つし

'C,
などを調べる。

を l_l■

レ
一
働

ろ′とヽ

二 ｀́の 惇 さ

を理解し,具体的に
のような言動が求め

れるかを話し合い,

践への意歓を高める。

'マ
ナ ー ゃ 礼儀 の 大
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1週 徳

「本当の友だちJ

天塩町立天塩小学校 中 村 繁 仁 教論

2 特別活動

「相手・時・場合による話し方や聞き方J

日萌市立港南中学校 石 垣 友 和 教薔

3 総合的な学習の時間

「探そう !学ぼう !フー ドノヽワー」

日萌市立沖見小学校 西 山 洋 平 教歯



身近な出来事から信頼・友情に迫る「こころの教育の実践J

～友だちだか ら伝 えたい大切なこと～

(小学 3年 遭億 ■材名『なかよしだから』)

天燿町立天燿小学校 中 村 繁 仁

1 は じめに

(1)本校の遭●の時間の実臓と児童の実饉

本校では,平成 18年度より,他領域との関連を明ら力ヽ こした道徳教育に取り組み,特別活動,教

科,総合的な学習の時間,発達段階における言語活動などとの関連を位置付けた年間指導計画を作

成し,道徳の時間の指導に当たつてきた。また,「 自他を支える存在」に気付かせ,と もに助け合う

心を育てるために,心に響く多様な資料や身近な人 ・々文化に触れさせる実践の工夫に取り組んで

きた。

児童は昨年度までの2年間,こ の実践のもとで,学校行事などとの関連をもつた題材に触れたり,

役割演技などの実践をしたりしながら,道徳の時間の学習に取り組んできた。

(2)主■臓定の理由

子供にとつて,「友達」とは「一緒に遊ぶ仲間」という意味合いが最も強い。それに加え,3年生

になつた子供たちは,「友達」とは「様々な活動を一緒にする仲間Jと いう意識をもち始める。生活

体験の拡張に伴い、交友関係の広がり・深まりが出てくる。そして,友達を大切にする傾向が強く

なり、「親友」と呼ぶような特定の友達の存在を意識するようになると,それをことさら大切にする

ようになる。反面,「友達 (親友)だから」と,良いことも悪いことも曖味にし,一緒になつて悪い

ことをしてしまつたり,友達の悪い行為を見過ごしてしまつたりすることがある。

友達同士で甘え合つてしまう関係ではなく,友達同士互いに助け合い,励まし合い,教え合い,

学び合うことで,真の友達関係を築いていこうとする態度を育てたいと考え設定した。

2 研究内書とのかかわ り

本研究において,研究主題は,

未来を拓 く力を育成す る 「′いの教育」の実践的研究

～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を養うために～

道徳の時間の仮説は

道徳の時間において,自 己理解を促し自己肯定感を高めるような学習活動を実践すること

で,道徳的価値の自党を深めさせ,積極的に自己の在り方や生き方を確立しようとする主体

性 をはぐくむことができる。

となつている。
ひ ら

現代社会の激 しい変化に対応 し,自 らの 「未来を拓く力」を子供たちに身に付けさせるために

は豊かな心をはぐくむことが求められる。美しいものに感動 したり,正義や公正さを大切にした

り,あ るいは生命を尊重したりするような人間らしい価値観が養われなければ,自 らの未来に希

望を見出すことは難 しい。また,そ のような価値観は,子供たちが自分自身と向き合い,的確に

自己を理解 し肯定する中で深まるものである。この「道徳的価値」と「自己理解・自己肯定Jは ,

互いに密接に関連・補充し合いながら,子供たちの中で深まりゆくものと考えられる。そのよう

な過程の途上で,あ るいはそのような過程を経た上で,主体的に自己の理想像や生きる目標を明
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確にすることが「生きる力」の育成である。

本実践においては,以下の 3つの視点 (研究内容)にかかわる手立てを講ずることで,「信頼・

友情Jについての価値の深まりを図り,子供たちの主体的な実践意欲につなげたいと考えた。

(1)心に口く責●●口発・工夫

本時で扱 う資料は,「宿題を忘れてきた主人公が,なかよしの友達に宿題の答えを聞こうとして断

られる」という話である。身近な話であり、日常の学校生活で実際に起こり得そうな場面である。
主人公やその友逮が置かれる状況や,断られた時の心情についても,想像することができると思わ

れる。主人公とその友達の心情に共感させ,自 己の課題 として考えさせたい。そして双方の考え方
について,深く考えさせ,真の友達の姿やそのような友達関係を築いていくことの大切さに気付か
せたいと考えた。

(2)指尋体鋼・方法の工夫

本時の指導においては,資料をより効果的に活用するための学習過程を設定した。まず,視党資
料を提示し,絵を読み解く段階を位置付けた。これにより,児童の本時の資料への興味が高まり,

資料を聞くときには,登場人物に共感しながら,その心情を考えることができると考えた。そして,

役割演技などの活動を通して,人物の心情をより深く考える段階を設定した。次に,自 分の生活に
立ち返らせ,自 分の判断や態度について吟味する段階を設定した。最後は,こ こまでの段階を通し
て見出した価値を確33し ,実践への意欲につなげた。

また,多くの児童が自信をもつて発言するために,ワ ークシー トの活用や考えをまとめる時間を
保障し,必要に応じて個別に支援を講した。また,座席を「コの字型Jに設定し,ク ラスの仲間同
士の顔を見ながら,みんなに意見を言つたり,仲間の意見を聞いたりすることで,他の意見への意
織を高め,比較検討しながら考えを深めさせた。これらの手立てにより,活発な意見交流を図るこ
とができると考えた。

(3)僣領■との日連付けを目つた指導の工夫

前時および本時の道徳の時間「信頼・友情Jは,特別活動の学校行事「学芸会」を終えての位置
付けである。学芸会に向けての一連の活動では,仲間と協力して練習や発表に取り組み,仲間との
連帯感を味わい,その中で様々な交流の嬌面があつたことが考えられる。これらの体験を想起する
ことで,課題を深く考えさせ,内容項目に迫らせるとともに,学級活動「友達の良いところを見つ
けようJを同時期に設定し,友達関係について考える意餞の高まりと友情の深まりを図った。
総合的な学習の時間では,こ の後「高齢者と仲良くなりたい」という単元を設定している。この

単元は,道徳の時間と価値的関連をもつた単元として押さえ,道徳の時間で高まった友達同士で借
頼し協力しようという態度を実践する場として,位置付けた。グループ単位での施設訪問や,その
前後の相談・協力の場面で,仲間の立場・意見 。気持ちを認める態度,友達と助け合う態度が求め
られる。目標をもつた活動に取り組ませることで,仲間との協力を意餞させ,友達との信頼関係の
深まりにつなげたいと考えた。
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遭籠の時間と各領域の口運

…学芸会腱ロ
に努 力する
体験を想起さ
せることで ,

遺籠の鳳■
を澤く考えき
せ 肉害項目
に追らせる。

学芸会 (学校行事 )

0みんなと力を合わせ
て籠口や発豪に取り
組むことができる。

0褒青線方程市こ昌鍵
認めることができる。

《やりぬく姿》

O醍糟蹴鶴
組むことができる。

《考える力》

oもつとよくなるように.

工夫して取り組むこと

o友達や他の学年の発
表を目と耳と心で観る
ことができる。

「私の冷蔵庫賞J

l― (3)勤勉・努力
・ 自分でやろうと決めた

ことは.辛抱強くやリ
抜こうとする0情を青
てる。

高齢者と仲良くなりたい

…総合的な学
口の時間で
取 りIBむ 吉
齢者施設訪
日 に先立 つ
て 富齢書施
設の■ ■に
■点を当てた
資■を像うこ

とで 施設に

対する興味
目わをもたせ
る。

0ヨ野諄ヨ糧竃ツ
たし

0吉 齢■の疑似体験をし
て気付いたことを話し合

つ。

O纂常絡鶴l鰍

0[風凝習用野を
｀

作る。

09翼写黒魂じお:
する。

い 聰員さんから助言を
もらう。
ケアハウス訪間準ロ

0ケアハウス肪間①

O内 害の改薔と準ロ

0ケアハウス訪日②

O雰鷺a〕雲雖f分
評価規準
o高J●蝶 活につぃ

て関心をもち,積極的
に富齢者の方と触れ
合おうとする。

0高齢者の方と,より仲

や饉度を考えるこ

できる。

自分たちで計日した
交議の内害を分かり
やすく他者へ伝えるこ
とができる。

齢者の方の苦労や豪
しみなどを知る。

O努脚

rことぶき■へ行つたよ」

4-(2)勤労・奉仕
・ ●くことの大切さを知

り,進んで人のために

●こうとする0情を育
てる。

mmm
学芸会籠ロ

や覺衰を仲間
と協力して取リ
組んできた体
験を想起させ
ることで 遭籠
の目■を露く

考えさせ,内喜
項 目に遭らせ
る。 「いいち,:こいつ,い

いち,:こいつ」

2-(3)信頼・友情
・ 友違と互いに理解し.

助け合つていこうとい

う■度を姜う。mmma
r友遭Jを主

■とした学ロ
活腱を目時
期に位置付
けることで
友遭■儡 を
考 える菫ロ
の富まりと友
情の凛まりを
ねらう。

友達の良いところを見
つけよう(学級活動)

…遭■の時間
で富まつた友
菫口士で信輌
し.協力しよう
という●度を
実践する場と
して 餞合的
な学口の時間
にグループ単
位で取り組む
活■を位置付
ける。

0特に親しい友違だ
けでなく,クラスの
友達の良いところを

見つけ,認め合う。

なかよしだから」
―(3)信頼・友情

(本時)

・ 友達のことをよく考え
て,友違を大切にしよ
うという■度を養う。

mmEE
遭■の時間

で富まつた協
力しようとい

う●度を奏餞
す る場 とし
て 学校行事
の颯■りEで
取 り組 む活
腱 につなげ

天小まつり(

学級の友違だけでな
く。上緻生や下級生と
も仲良く協力して活職
することができる。

…各薇科の特■に応じた日菫を回る。

各象料の相導で曹成された●E力をも
とに 自分の考えを書いたり覺言したリ
する活■を遭■の時間に位置付けてい
く。

.●
・・

・

1.
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3 授業の実際

(1)本時のねらい

・真の友情について考え,友達同 1:で 1)よ くない行動を曖味にせずに,お ′iい に律する態度を育

てる。

(2)本時の晨ロ

教白Fの lた たらきかけ児童の反応 指導の I:夫

課

題

の

自

己

化

(1)絵①を見る。

(2)資料①を聞く.絵②を見る。
絵を二て気付いたことはありません ・ 普段,発言に

消極的な児童を

優先して指名 し

た。

・前の発 11に 関

連 させた内容の

発 frを 促 した。

・資料① と最初

の絵を対比させ

な が ら聞 か せ

た。

野球 を してい る ところ

かな ?仲がよさそ う。
資料提′,t:教師iの 朗読

(3)「 実君」に断られたときの「IF

くJの気持ちを考える.

(4)「 ぼくJに 「どうして…Ⅲき

みは,ぼ くとなかよしだろう。J

といわれた「実君Jが ,こ の後何

と言うかを考え,ワ ークシー トに

。「断ろ1内容で

自イ̀
:を

もつて発

言で来た児童に

は,続けて 「昨

‖,カ ープを教

えた」 とい うセ

リフを出 し,返
答 を 考 え させ

た。

友達に嫌われ る

の lit式 'だ な 。

仲itし だから,見せ

てあげようかな。

「友 達 じゃ な い

力、 見せてくれて

もtヽ いよね。:

役を分けて役伸l演技 1見せ るのは,本
｀
当の友達のするこ

とじゃないよ。わ

かつてよ。」

教PIliが 相 手役を演技 .

教白liσ)「 揺 `さ ぶ り」.

ア ドリブでこたえる児童。
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(5)資料②をlllく .

絵③

"意見をワークシー トに記人.

役割演技や意 見交流に よつて

まった考えを r卜 く。

条

(6)「 実イキJは , なぜ 「なかよし

だか ら,なお教えられないよ。」

と,:っ たのかを考える.

児童のワークシー トか ら |

。自分でやれるなら、やれば |

い い .

・仲良 しだけど、教えられな ‐

いこともあるよ。     |
・悪いことをしたらダメだ。 |

視 点

を 変

え て

吟味

(7)「 もしt),r!分 だつたら,友

達の良くない行動を注意できる

かどうかJを 考える。

私だったら見せサ,ゃ う

ぼくは、ぜつたいに見せる。

みんなだったら,「 友達だから見せ

てあげられないJと 言えるかな?

・ コの′
十ソリに し

た ことで、児童

の活発な意見交

流を促す ことが

できた。

"ら
l卜 らか か

'

実 践

へ  の

意 欲

化

(9)資 料③を開く。 0習を読視
|.
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4 成果と課■

(1)心に■く賣料の日発・工夫

[成果]

・児童にとって実際に起こり得そうな身近な出来事を題材にしたことで,児童が自分の立場に置

き換えて考えることができ.児童の積極的な発言が見られ,役割演技の活動にも意欲的な姿が

見られた。

[課題]

・登場人物の双方の立場での心情を考える活動について, どちらの立場について考えるのかの発

間が不明確だつたので,児童にとって考えにくく,発言力の高い児童に発言が集中する結果に

なつた。多くの児童が自分の考えを発言しやすい発間や流れを工夫していく必要がある。

(2)指導体制・方法の工夫

[成果]

・「コの字型Jの座席にしたことで,発言している顔を互いに見ることができ,他の児童の考えを

意臓した内害の意見が多く出た。

・児童が害易に答えることのできる絵解きや,役割演技などを取り入れることで,児童の活動が

単口にならず,活発な学晉活動ができた。また。このような授業過程での道億の時間の授業を
重ねたことで,児童が学習パターンを身に付け,落ち着いて学習に取り組むことができた。

[課■]

・役割演技の発表をやりたがった児童が多かつたが,時間配分の関係から数人の児童の指名とな
つた。より多くの児童の表現の場の保障を考えたい。また,他の児童の演技から意見交流につ

なげるなどの,つながりのある学習活動を考えていきたい。

(3)他領嬌との口週付けを目つた指導の工夫

[成果]

・「友達」をテーマにした学習活動を学校行事 (学芸会)の時期に集中させることにより,友違を
大切にする心情や協力する態度について考えさせる活動を充実させることができた。

・道億の時間だけでは、児童の壼害を十分に見取ることができないため、全教育活動において広
い視野で見取ることの必要性を改めて気付くことができた。

[課題〕

・総合単元的に他との関連を回った指導計画を工夫してきたが,他の教育活動との関連付けが困
難な価値内容もある。教科との関連も含めて,さ らに効果的な指導計画を考えていく必要があ
る。

・他教科との関連を□つたことで,どのような効果があつたのか,評価することが難しい。道億
の評価とそれを生かした指導の在り方を考えていく必要がある。
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≪本時の資料 》

が
と
く
い
で
す
。

絵②絵①

《 資料Э 》

朝,学校へ着くと,ぼくは,算数の宿題を忘れていたことに 気がつきました。こまったな, と,

思いましたが,(実 くんに教えてもらえる。)と ,思 つて,ほ つとしました。

実くんは,ぼくとなかよしで,算数が得意です。それに,き のう 2人でキャッチボールをして ,

ぼくが,カ ープの投げ方を教えてあげたのです。実くんは, とても喜んでいたから,そ のお返 しに

宿題の答えを教えてもらえる, と,思つたのです。

実くんがやつてきたので,ぼくは, とんでいきました。

「実くん,ぼく,宿題忘れてきたんだ。答えを教えて。」

実くんは,ぼくの顔をじつと見て,だまっています。

「どうしたの。きみもわすれたの。」
「ううん。ちゃんとやつてきたよ。」

すると,実 くんは言いました。
「だめだよ。 まだ時間があるじゃないか。問題が 3つ しかないんだから, じぶんでやれよ。」

IIFく は,びっくりしました。
「どうして…。きみは,ぼくとなかよしだろ。」

《 資料② 》

ぼくは,びっくりしました。
「どうして…。きみは,ぼくとなかよしだろ。」
「なかよしだから,なお教えられないよ。J

「きのうカープの投げ方を教えてやったしゃないか。J

「これは宿題だぜ。キャッチボールとはちがうよ。1

ぼくは, かっとして,

「そんなのあるか。もういいよ。」

と言って,席につきました

宿題は,何とか間に合いました。答え合わせが終わって,先生が ,

「全部できた人は, 手をあげなさい。」

と, 言われたとき,実 くんは手を挙げながら,ぼくの方を見ました。ぼくが手を挙げているのを見

て,実 くんは,に つこりわらいかけました。でも,ぼくは,ふん, とそつぽをむきました。
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職場体験学習を想定 し,ロー1フ・レイを活用 した「心の教育Jの実践

(中 学 2年 特別活動 ■村名『相手・ 時・場合による話 し方や聞き方』 )

■蒻市立滲南中学校 石 垣 友 和

は じめ に

(1)生 徒 の 実 饉

明るく活発な生徒が多 く,何 事にも一生懸命に取 り組 もうとす る姿勢が見 られ る。

学校行事では, リーダーを中心に団結 して取 り組み,そ の過程 。結果に満足感・ 達成

感 を抱 く経験 もしている。

その一方で,普段の学校生活ではあま り仲の良くない級友の行動や発言に関心が薄

かった り,面倒なことは人任せに して しまつた りす るところに人間関係の希薄さも見

られ る。 また,教師に対する言葉遣いも友人に対す るもの と同 じになって しま う場面

もあ り,そ の使い分けができていない生徒が多い。

(2)主 ■ 設 定 の 理 由

中学 2年 生 とい う中堅学年において,学校行事や生徒会活動でも学校の中心 となつ

て活動 していく時期を迎えつつある。また,こ の時期は,様 々な悩みや不安を抱 えて

精神的にも不安定になる時期でもある。心の中で思つていることとは違 う行動を取つ

て しまった り,友達や両親,先 生の助言を素直に受け入れ られなかつた りす ることも

ある。

その中で友人や先輩 ,後 輩 ,両親,先 生な どとの望ま しい人間関係 を構築するため

のコミュニケーシ ョン能力を身につけることは必要不可欠である。 さらに 10月 は ,

総合的な学習の時間の活動 として, 3日 間の職場体験 を目前に控 えていた。学校生活

において生徒が働 く者 として,教師以外の大人や来店するお客 と接する機会はない。

職場体験の事業所で,様 々な人々と接す る際には,礼儀や言葉遣い,マ ナーが求め ら

れ ることは当然のことである。

学級 ,そ して社会の一員 として,自 分にかかわ りのある人々との望ま しい人間関係

を構築す るため,相 手・ 時・ 場合を意麟 して接す る必要性が生まれてくる。職場体験

を終えてか らの学校生活でも,様 々な人々と接するためにコミュニケーシ ョン能力を

身に付けてお くことが,大切であると考えた。

本時でも,自 分にかかわ りのある人々との望ま しい人間関係 を構築す るため,相 手・

時 。場合を意識 した話 し方や聞き方を身に付ける支援 を していきたい と考えた。
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2 研究内害とのかかわ リ
ひら

未来を拓く力を青成する「心の教育」の実目的研究
～自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を養 うために～

【視点 特別活動の指導に関して】

本研究において,特別活動の時間の仮説は

特別活動において,個 性 を大切に しなが ら,集 団の一員 としての責任 を自党で

きるような学習活動を行 うことで,共 に支え合つて生活 しよ うとする実践的態度

をはぐくむことができる。

となっている。

「豊かな心」をは ぐくむためには,道 徳の時間においては,自 己を深 く見つめること

に主眼が置かれているのに対 し,特別活動においては,自 己理解に立った上での他者 と
の豊かなかかわ りに重点を置いている。それは,「 望ま しい集団活動を通 して,心身の調

和の とれた発達 と個性の伸長を図るとともに,集 団の一員 としての自党を深め,協 力 し

てよりよい生活を築 こうとする主体的,実 践的な態度を姜 う。Jと す る特別活動のね らい

と合致 している。

(1)学 校 行 亭 や 学 級 活 動 に お け る集 団 活 動 の 工 夫

学級 ,そ して社会の一員 として自分 とかかわ りのある人々との望ま しい人間関係を構
築するためのコミュニケーション能力をは ぐくむ支援を行った。

本時においては,実際に起 こりうる状況を設定 してグループでロールプ レイのシナ リ
オを考えさせ,実演 させた。その活動の中で,職場体験を意識 した目上の人 との接 し方
にも目を向けさせ ることは もちろんのこと,普段の学校生活での言葉遣いや思いや りの

態度を見直す機会 とさせたい と考えた。特に前者の場合は,接 し方に注意する点が出て

くる。相手を尊重 し,教 えを請 う上での謙虚な姿勢が大切である。 ロールプ レイ後の話
し合いでは,そ の中で身に付けなければな らない礼儀や言葉遣い,マ ナーについて確認
させていった。

(2)指 導 体 制 ・ 方 法 の 工 夫

本時 では,(1)で も述 べた通 リロール プ レイを行 い,実 際 に起 こ りうる状 況 を設 定 し

て,グループで ロール プ レイの シナ リオを考 え させ ,実演 させ た。相手・ 時・ 場 合に よ
つて,話 し方や聞 き方 を変 える必要性 があ る ことを分か っていて も,経験 か ら実感 と し

て捉 えることには乏 しい状況があ る。 ロール プ レイでは,立 場 の違 う相 手を設定す るだ

けではな く,具体的 な状況 を設定 して現 実味のあ る体験 を させ たい と考 えた。 生徒 には

シナ リオを 自分た ちで考 えさせ ,進 めていった。

(3)他 領 域 との 国 連 付 け を 目つた 指 導 の 工 夫

他領域 と関連付けた指導については次に示す 「年間指導計画」 と「総合的な学習の

時間 (職場体験の単元構成 )」 の通 りである。
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①年目指導計画 (他領域との国連付けを目つた指導の工夫)¨・第2学年

特別活動 道徳の時間 総合的な学習の時間

４

　

月

02年生になって

O+E o>,t'lti (t&#*[ilfl --
O+&ttrl'J < o <-
Otfrhtr+*tfFZ I --
(+&a a < t)l

otdDvlt l&ErilHl
ofl.ot a.i6 tifHl .-
DIE{. ,6*{ .  +4
or#'|a. 6f+lt# . tillft
affAtltrEolr, '
Affin+**Ftrft't

^rfts*lrEl+fttftL-#*t*.1&1+ ( lnftE)
ae&nt+
(4ft*+t*tt*r't)

↓
″

『 どうなってるの ?』  ←――――

節度ある生活態度 1(1)

『 チームワータ』

集団生活の向上 4-(1)

『書を語るJ

向上心・ 個性の伸長 1(5)

↓
″

一
↓

５

　

月

○学年集会

□生徒総会

(体育大会に向けて)←

口体育大会総練習・体青大会

口歯科検診

△ ‐斉常任委員会 (定例 )

△全技協議会 (定例 )

/

→『いつも一緒に』
″ 信頼・ 友情 2(3)

６

　

月

○体育大会を終えて

○夢の実現に向けて 1生活と進路】ヽ

:llili:111こ I碑取≧≧
△一斉常任委員会 (定例 )

△全校協議会 (定例 )

『名誉の失格』
正機・公正・ 平等 4(4)

『ほんとうにやりたいならそう

なさいJ自 主・自立 l(3)

『紙片』男女の理解 2-(4)

福
祉

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

７

　

月

01学期の個人反省 と夏休みの計画●

〇学年集会 (1学期を振 り返つて)4
01学期を振 り返つて (通知表)′
口大掃除 □終業式

△ ―斉常任委員会 (定例 )

△全校

`二
会 (定例)

プこ基こ幕%二量電装1)

８

　

月

02学期への取 り組み

〇秦晴 らしい宿泊研修にするためにく

□大掃除・始察式

ログロウカップレース

△一斉常任委員会 (定例 )

△全校協

“

会 (定例 )

宿
泊
研
修

（札
幌
自
主
研
修
）

→『地図のある手紙』
感●I・ 思いや り 2-(2)

９

　

月

○弁陰学級週考会

○学校祭に向けて (合唱曲遭考)

:増糟群震
安 _

△一斉常任委員会 (前期反省 )

△全校協議会 (定例 )

一●『デンさん』
―心理愛・理想の実現

１０

　

月
:l:lii:lii:置τ舞筆}
○学校祭反省

○後期学級役員・係の選出

△生徒総会議案書学級討畿

△ 斉́常任委員会 (後期計画 )

△全校協饉会 (生徒総会議案書検討 )

ごみ仲間』

働労・社会への奉仕

『一枚のはがき』
礼儀

職

場

体

験
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Ｈ

　

　

月

○性的欲求と性行動

□二者面談

→『自主教材』男女の理解 2(4)

‐２

　

月

○長期休業の生か し方

○学年集会 (2学期を振 り返つて)

02学期を振 り返つて (通知表 )

日大掃除

□終業式

△一斉常任委員会 (定例 )

△全校協議会 (定例 )

１

　

月

8魚裕象冤層纂∴言 :に
向1'て

□大掃除・ 始業式

△一斉常任委員会 (定例 )

△全校協饉会 (定例 )

ォ『花に寄せて』
生命尊重 3(2)

２

　

月

○家族の一員としての私

―○友達の輸

○人はなぜ学ぶのだろう

△一斉常任委員会 (後期反省)

△全校協餞会 (定例)

→ 『木琴』家族愛 4(6)

『らいちゃんの爪』
|=頼・友情 2(3)

３

　

月

○卒業式の意義

○卒業式を終えて ~
〇こんな 3年生になろう

01年間を振 り返つて (通知表 )

□卒業式お練習・事業式

口大掃除・ 修了式

□離任式

=r天
ぶらそば』

感常・ 思いや り 2(2)

②博合的な学目の時間 (職場体験の単元構成)¨・全31時間
/Et7 具 体 的 な 活 動 内 容 特別活動 との関連付け

ステ ップ 1

(1時間)

●くことのな薔について     ~
・生活と進路 「人はなぜ鶴くのだろうJ

・職場希望口査

を学習 し,働 く目的を考える。

人はなぜ働 くのだろう

I生活と進路 :

希望職業ロベ

ステップ 2

(2時間 )

事業所ごとの事前準●
・ 個人目標の設定 (学びたいこ

・事業所への質問事項の確認

礼儀やマナー (話 し方、日き方)

集会発表の準備

と )

・相手・時・場合による■
し方や日き方

【検饉授彙】
ステ ップ 3

(1時間 )

学年魚会

・体験する事業所別に決意表明

ステ ップ 4

(18時間 )

職場体験当日 (3日間)

ステ ップ 5

(4時間 )

u体 験のまとめ

・プ レゼンテーションソフ トで体験 したこと,

・ 事業所へのお礼状を作成

学んだことをまとめる。

ステップ 6

(5時間 )

●●体験の発晨会
。まとめた内容を発表会で交流する (4時間)

・まとめ (1時間)
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3 本時の実際

(1)本時の目標

・ 職場体験 を想 定 して , ロールプ レイか られl手 の ir場 に 立った 言葉遣 いや態度 を考 える

ことがで きる。

・ 学校 生活 にお ける言葉遣 いや 礼儀 正 しさについて,見 直す ことがで きる。

(2)本時の展開

学習活動 主 な発 間 と生徒 の反応 支援・評価 の 実際

導

入

◇生活を振 り返 り,相 手・ 時・

場 合 に よ つて話 し方や 聞 き

方 に どん な違 い が あ るの か

考える。         _
定達 と話す時 ,職 場 の 人 と話す時 では話 し方

や聞 き方に どん な違 いがあ るだ ろ う。

◇学習課題を確認する。

ぃ ぅ げ n繊 語 ―・ 話 す の が ネ イ菫 f: I tr hl th,
ま,何 だろ う?礼 儀正 しくす ること ?話 を し

っか り聞 くこと ?

学習課題  ロールプ レイ を足

や態度 を考えてス

日して ,相 手の立場 に立った言葉遣い

ぉよ う。

展

開

◇状 況設 定 を説明す る。

《状 況①》

職 場体験 の初 日の朝 ,あ なた は同

じ職 場 に 行 く生 徒 の代 表 と して

担 当の 方 に ‐
番 初 め に対 面す る

ことにな ります。そ こで どの よ う

なや り と りをす べ き か 考 え て く,

らい ます。

《状 況② 》

スーパー での職場 体験。品 出 しの

最 中にお 客 さんか ら「魚 売 り場 は

どこです か。 」と開かれ ます。そ

こで どの よ うなや りとりをす べ き

か 考 えて もらい ます。

状況① では,担 当

の 方 に 対 面 した

時のあい さつ,自

己紹介 ,他 ′1:徒 の

紹 介,意 気込みの

シ ナ リオ を 考 え

させ た。

状況② では,店 内

の地図を用意 し,

そ れ を使 つ て ど

の よ うに お 客 に

案 内 す る か を 考

え させた。
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◇ 1グ ループ 6人 ずつ,計 5グ ル

ープに分かれ て,ロ ールブ レイ

の シナ リオを考 える。

※ 状 況① :3つ の グルー プ

【ロールプレイの流れ】

①人室 ②あいさつ ③自己紹介

④他の生徒の紹介 ⑤意気込み

状況② :2つ のグループ

【ロールプレイの流れ】

① 品 出 しを して い る。

②お客 さんに声をかけ られ る。

③お客 さんに対応す る。

・ あなたは売 り場の 見取 り図 を持

つてい る。

・本 日は大売 り出 してサ ンマが安

い と担 当の 方 か ら聞 い ていた ,

◇ グループで考えたシナ リオを

代表者が実演す る。

◇ 各 グルー プで望 ま しい 言葉遣

いや態度 につ い て気付 いた こ

とを話 し合 い ,発 表す る。

グル ー プに分かれ て ,ロ ー ルプ レイの シナ

リオ を 考えてみ よ う。

敬 語 つて使 い

慣 れ て な い と

難 しい な あ。

話す 時 の態 度

も 大 切 だ よ

ね。

グループで考えたシナ リオを もとに ロールプ

レイを発表 しよ う。

お は よ うござい ます。 今 日か ら 311問 ,お
性話にな ります。 この職場 体験 を通 して 、

働 くこ との 大切 さを学 びたい と思 い ます。

も っ と 声 を 大 き

く した り,相 手を

見 て 話 し た りす

る と ,印 象 が 良 く

な る と思 うな あ。

自 分 た ち の 発 表

に 生 か そ う。

すみ ません。魚売 り場は

ど こです か ?教 えて く

ださい。

い らっ しゃい ませ。魚 売 り場 まで ご案内

ます。 今 日は,サ ンマが安 いです よ。

話す時の表情

や声の大 きさ

とか も大切だ

よね。 実際に

や つてみ る と

よく分かる。
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終

末

◇本日の授業を振り返り,「 学校

生活での敬語や礼儀正しさ」と`

い う題名 で感想 を ワー クシー

トに記入す る。

学 校 生 活 で の 言

葉 遣 い や 思 い や

りの 態 度 に つ い

て振 り返 り,不 |

分 な 点 に つ い て

気 付 かせ るよ う ,

指 導 した。

今 日の学 習 を振 り返 つ

て,感 じたことを記入 し

てみ よ う。

(3)ロ ールプレイの詳細
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4 生 徒 の E想 か ら ～ 「学 校 生 活 で の 敬 目 や 礼 籠 正 しさJ～

。今まで学校生活では,言葉遣いに注意 したことはあま りなかつた。職場体験では,ふ
とした時にその言葉遣いが出ないように気を付けたい。他にも話 し方によって,相 手

に与える印象が大きく違 うことに も気付 くことができた。明るく,元気に。

。これか らの学校生活では,年 上の方にはいつでも敬語を使えるよ うに していきたい。

また,友達同士でも「おはよ う」や 「あ りが とうJな どのあいさつや礼儀 を大切に し

ていきたいと思つた。

・「敬語や礼儀正 しさ」が大切なことは,頭 では分かつていた。でも,実際にロールプ
レイでやってみると,行動に表すのは難 しいことが実感できた。普段か ら意餞 して生

活 しない と身に付かないことだと思 う。

・就職 してか ら「敬語や礼儀正 しさJを 身に付けるのでは,遅 いと思 う。社会人な ら「正

しい言葉遣い」や 「その場にふ さわ しい態度Jが できて当た り前。今の うちか ら意識
して生活 しなければ。

5 成 果 と口 ■

(1)学 校 行
=や

学 級 活 動 にお け る魚 団 活 動 の 工 夫

[成 果 ]

・ 実際に起 こりうる状況を,ロ ールプ レイ として実践 させ ることで生徒は具体的なイ
メージをもつて,状況に応 じた適切な言動について考えることができた。 また, 日
上の方に対す る話 し方は,ど のよ うなものが適切であるか, しっか りと捉えること
ができた。

・ シナ リオか ら生徒に考えさせ ることで,一 人一人の思考 と他の級友 と共に学び合 う

姿勢を高めることができた。

・職場体験の後には,生徒か ら本時で学んだ 「礼儀やマナー」を実践できた とい う生

徒の声が聞けた。

[課 題 ]

・ ロールプ レイによって具体的な実践 を行い,生徒が感 したこと,考 えたことをもつ

と発表 させ るべきだった。それ ら生徒の実感か ら「普段の 自分たちの言動は適切で

あるか」 とい う視点に転換 させ,一般化へ向かわせ る工夫に課題が残つた。

(2)指 導 体 制 。方 法 の 工 夫

[成 果 ]

・ グループで考えたシナ リオを比較する際,ロ ールプ レイの発表は効果的であった。
シナ リオを自分たちで考えることにより,主体的に活動へ取 り組むことができた。

・ ロールプ レイの実践により,理解 していることと実際に行 うことの違いを感 じ,見
ている側は,各 グループの発表の違いを感 じていた。
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[課題 ]

・ ロールプ レイの実践後,感 じたことをワー クシー トに記入 させた り,教師の評価を

きめ細やかに した りすることで,こ の活動の有効性が高まったと考えられ る。 また ,

ロールプ レイの内容の さらなる吟味により,生徒の今後の活動へ とつなげることが

できたと考える。

(3)伯 領 壇 との 日 運 付 け を 目つた指 導 の 工 夫

[成果 ]

。本時の翌週にあつた職場体験の直前に ,「 望ま しい話 し方・聞き方Jを テーマ として

行つたことで,職場体験の模擬体験をす ることができた。それが,実際の職場体験

にも生か され ることとなつた。

・ 総合的な学習の時間では,表 面的な指導で終わつて しまつた 「マナーや礼儀」の指

導を補填 し,実感のあるもの として生徒に印象付けることができた。

[課題 ]

・ 職場体験学習を行 う中で生まれた新たな課題 を,再 び学級活動で取 り上げることで

さらなる集団活動の高ま りが生まれ ると思われ る。今後の活動においても,意 図的

に関連付けを図ることで,よ リー月の効果を期待す ることができる。

― 認 ―



農村体験学日の活動を生かした 「心の教育Jの実践

(小学 5年 総合的な学習の時間 ■材名『探そう !学ぼう !フー ドパヮー』)

口薔市立沖見小学校 西 山 洋 平

1 は じめ に

(1)今 日的な■■から

平成 17年 6月 10日 に成立 した食育基本法に端を発 し,近 年,世 の中において「食育 J

への関心が高まっている。同法前文では,「 子供たちに対する『 食育』は,心 身の成長及

び人格の形成に大きな影響を及ぼ し,生 涯にわたって健全な心 と身体を培い豊かな人間性

をはぐくんでい く基礎 となるものである」 とうたわれている。

現在,我が国の食生活について考えると,栄 養の偏 り,不 規則な食事,肥満や生活習慣

病の増加,過度のダイエ ッ ト志向な どの問題にカロえ,食料を輸入す ることに関連 して生 じ

る 「食 Jの 海外への依存の問題 ,国 内外の食品を問わず数多く起 こっている 「食」の安全

上の問題な ど大変多 くの課題がある。 このよ うに 「食」に関する情報が社会に数多 く存在

す る中で,人 々は食生活の改善の面か らも,「 食」の安全確保の面か らも,自 ら 「食 Jの
あ り方を学ぶ ことが求め られている。

こ うした現状 を踏 まえ,「 食」をテーマ とした学習活動を行 うことによって,「 食 Jの
大切 さに気付 き,自 らの食生活について意識 を高めるきっかけを作ることができると考え ,

本単元を設定 した。

(2)地 城・ 体臓 との かかわ りか ら

北海道 は 日本 の全都道府 県の 中で食料 自給 率が最 も高 く (約 2∞ %),各 地 で様 々な農

業が盛 んである。 留 萌管内では ,稲 作や畑 作 ,酪農等 ,各地 でバ ラエテ ィーに富ん だ農 業

が営 まれ てい る。 その 中で も子供 たちが暮 ら してい る留 萌市にお いては,カ ズ ノコ等の水

産加 工業や ,高 品質 なお米 を生産す る ことで高い評価 を得ている稲 作が代表的であ る。

この よ うな環境 の 中で,田 植 え体験 ,稲 の生 育観 察 ,田 んぼの生 き物 調べ ,稲刈 り体験

等 の体験学習 を通 して,子 供 た ちが稲作 を身近 な もの と感 じ,食料 を生産す ることに対 し

て関心 を高め られ るよ う 「農村体験 学習」 を計画 した。 市内幌様 町 で稲 作 を営んでいる営

農集 団 「留 萌市☆五志道 」,お よび留 萌支庁農 業改 良普及 セ ンター と連携 し,春 か ら秋 に

かけて行 い,地域 の特色 を生か した活動 とな るよ う工夫 した。

また ,そ の農村体験学習 を生か し,意 欲的 に学ぶ 姿勢 を身 に付 け させ ,食 べ物及 び「食」
の生産者 に対 して感 耐の気持 ちを もたせ るこ とをね らい と して,本 単元 を設定 した。農村

体験 学習 で育てた もち米 を使 い料理の献立 を考 え,実 際 に料理 を作 りお世話 にな つた人 に

振 る舞 うとい う体験 活動 を通 して,子 供 たちの関心 。意欲が高ま り,感謝の心 をは ぐくむ

ことができる と考 えた。

(3)児 童の実饉 か ら

本 単元の学習 にあた つて,学級 の児童 に 「食 事につ いてのア ンケー ト」 を行 つた。 その
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結果 ,ま ず ,朝 食 につ いての質問 では ,「 朝食 を食べ ない 日があ るJ児 童が 8名 と,学 級

の 3分 の 1に 達す る こ とがわか った。 その理 由 と しては ,「 食 べ る時 間が ない」「お なか

がす かない Jと い うものが多 く,朝 起 きるのが遅 い ことが朝食 を食べない ことにつ なが つ

てい る と考 え られ る。

次 に,好 き嫌 いに関す る質問では,嫌 いな ものが出 され た時 にはほ とん どの児 童が 「我

慢 して食べ る」 と答 えてい る。好 き嫌 いがあ る とはい え,自 分な りに努力 して食べ よ うと

してい る気持 ちは もつてい る と考 え られ る。

最後 に,給食 についての質 問では ,半 数以 上の児童が 「給食が好 き」 と答 えている。 食

事その ものがお い しい こ と,み んな と一緒 に食べ られ て楽 しい とい うことが主な理 由であ

る。「一人で食べ る食事 はつ ま らない」 と感 じてい る児童が 多い こ とか らも,普段 か ら家

族 と一緒 に食事 を してい る児童が多いのではないか と思われ る。 その一方で,嫌 いな もの

も我慢 して食べ よ うと しなが らも,結 果 と して多 くの児童が綸食 を残 してい る とい う実態

も見 られ ,食 に関す る指導の必要性 が感 じられ る。

これ らの結果 を踏 まえ,本 単元の学習 を通 して ,パ ランス よく食 事 を取 る ことの大切 さ

を感 じさせ ,児 童 一人一人の普段の食生活 に対す る意識 を さらに高めてい きたい と考えた。

(資 料)学級 ア ンケー トの結果 ※単位 :人

回答数 25
1あなたは●食を毎日食ぺますか?

2食べない日がある理由は?

3●ごはんに食べるものはどんなものですか?

4食事に籠いなものメ出たらどうしますか?

5食事を楽しいと感じるのはどんな時ですか?(複餞回害)

0食事をつまらないと●じるのはどんな■ですか ?(槙菫回答 )

,あなたは綸会が好0ですか?

8綸食が好きな理由は,(凛螢回書)

0あなたは綸食を強すことがありますか,
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研究内害とのかかわ り

ひ ら

未来を拓 く力を育成する「心の教育」の実践的研究
～自分を見つめ他と豊かにかかわる力を養 うために～

【視点 総合的な学習の時間の指導に関して】

本研究において,総合的な学習の時間の仮説は ,

総合的な学習の時間の指導において,子供の実態に応 じ,地域や学校環境の特色を生

か しなが ら学習活動を行 うことで,自 己を実現 し,未 来を切 り拓 く実践力をは ぐくむ こ

とができる。

と設定 した。

本研究では,「 心の教育Jを 推進 してい く上で,総 合的な学習の時間においては,地 域
や学校環尭の特色を生か した学習活動を通 して,自 己の理想を実現 しよ うとする力をは ぐ

くむことを目指 している。

本単元においては,収 穫 した もち米を使 つた料理を考えて作 り,お 世話になった生産者

を招いて収積祭を開 くとい う学習活動を行った。 この中で,食べ物の栄養 とバランスにつ
いて考えることか ら食生活の大切 さを再認識 し,地 元の食べ物への愛着 と身近な生産者ヘ

の感謝の気持ちをもつ ことにもつなげていくことができると考えた。

(1)地域環境を生かした体腱活動の工夫

自分たちの生活する地域でおい しぃお米を生産 していることに気付かせ,地域のよさを
感 じさせたい と考え, 1学期か ら継続 して 「農村体験学習」に取 り組んだ。その中で,イ
ネの収穫体験 を させ ていただき,体験後 も校 内で 「脱穀」や 「もみす り」,「精米」 とい
つた作業を行 った。本単元では,こ れ らの経験を生か し,ぃ ただぃたぉ米の目理方法を考
えて実際に日理す るとい う学習を行 った。一連の取組は,地域の特色を生か した体験活動
であ り,高 い学習効果を生み出す と考え設定 した。

(2)指導体鋼,方法の工夫

料理について調べる学習では,4～ 5人 のグループを 6つ編成 して作 りたい料理を考え
させ,児童の興味・ 関心を高められ るよ う留意 しなが ら進めた。 また, 日常 と同 じ形態で

指導す ることにより,落 ち着いた学習環境 を作 りたい と考え,基本的に一つの場所で行 う
時間に関 しては担任教論が中心 となつて指導を行つた。

本時においては,「 食」について専門的知識 を有す る栄姜教論の笹嶋 さんに協力 してい

ただき,指導体制を工夫す ることで,よ り効果的な学習を行えるよう努めた。

また,単元の終末に行つた 「収穫祭」では,農家の佐藤 さん らを招 き,子供たちが作っ

た料理を食べていただく活動を行つた。 この ことを通 して消費者 と生産者のつなが りに気
付 き,食 に対す る感謝の気持ちをもつ ことができると考え、指導を行つた。
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図 工科 (6月 )

・ 留 萌神 社 に写生 に行 こ

う

農村体験学習 ～命の息吹 が聞 こえる
「感 じよ う !田 んぼの ヒミツ」

(4～ 10月 )

農家の仕事のよさを見付けよう

自然から生まれる価値を知ろう

(主 な活動 )

・ イネの田植 え体験
。生育状況の観察

・ 田んぼの生き物調ペ

・農機具の見学

・農村風景の写生

・ イネの収穫体験

・ 脱艘 . もみす り体験  な ど

↓

農作業つてとつても楽 しいな !

田んぼから生まれる命つてすごい。

感alし てお米を食べよう 1

道徳 (9月 )

「働 く楽 しさを見つけた」

(NHK教 育番組 )

・ 働 くことの意義 を理解

し,社 会 に役 立つ仕事

を しよ うとす る気持 ち

を もつ   4-(4)

よく観察し.思いを込めて摘

社会科 (4～ 5月 )

・食料生産にはげむ人々

・稲作にはげむ人々

。これか らの食料生産

●くことについての理解

社会に■はすることへの気付き

●く人々の工夫や

"力
.喜び

国語科 (9月 )

・ どちらを選びますか

～コラムを書こう～

自分のな見を整理して書く

(3)他教科との口題付けを目つた指導の工夫

各教科 総合的な学習の時間 道徳・特別活動

針口を立て.

宿泊研修 (6月 )

・ カ レー ライ スの作 り方

をロベよ う

・ どんな具材 を入れ るか

考えよう

友遭と協力して活自できる●度

家庭科

ん たん

(5～ 6月 )

。毎 日の食事と目理

・ 野菜サラダの作 り方

・日理用具の使い方

・安全な目理の しかた

道徳 (11月 )

r地球はだれの もの」

(5年  教出 )

。自然の偉大 さを知 り,

自然環境 を大切 に しよ

うとす る心情 を育て る

探そ う !学 ぼ う !フ ー ドパワー

(11～ 12月 )

「食ぺ物 のす ごさを見付 けよ う !J

食べ物の栄姜について調べよう

育つたお米で収薇祭を開こう !

(主 な活動 )

「もち米を使つて収穫祭をしよう !J

。どんな料理を作るか考えよう

「フー ドパワーロ査隊結成 !」

・考えた料理についてロベよう

(ど んな食べ物か。 どんな栄姜か )

・栄姜バランスを考えて見直そう

「収積祭に向けて準備を しよう !」

・作り方や役割分担を考えよう

(農 家の佐藤 さんを招待 しよう !)

↓

手順を考え 安全な目■をする

ロロの自鶴に対する日●・食品の彙姜的特徴について考える

学級活動 (1～ 2月 )

「学級冬まつ りを しよう」

。話 し合つて計画を立て ,

冬 の 自然 を楽 しむ運動

レク レー シ ョンを行 う

・ 手軽 な材料 で簡 単な目

理 を し,楽 しく食べ る

家庭科

ベランスの よい

よコ (10～ 11月 )

・ 食品の 3つの栄養 とは

たらき

・ バランスのよい こんだ

てを考えよう

・朝食を見直そ う

・給食について考えよう
自分の食生活を考えていこう !

作つている人たちに感alし よ う
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単 元 の 目欄

(1)主体的 。創造的態度

収穫祭に向けての様々な活動で,工 夫 しなが ら積極的に取 り組 もうとす る。

(2)問 題 を解決す る力

調べた こ とや考 えた こ

解決 してい こ うとす るこ

(3)学 び方・ 考 え方

グルー プの友達 と協力

合 つた りす ることが で き

(4)自 己の生 き方

とをもとに,自 分の食生活についての課題 を見付け,よ りよく

とができる。

し合って,調 べ方や まとめ方,発表の仕方を工夫 した り,話 し

る。

調べて分かつた ことや体験できたことを通 して,「 食Jの 大切 さを考え,食物 と地域

の生産者への感腑の気持 ちや,普段の食生活に対す る新たな意識をもつことができる。

4 児 童 の 実 饉

(1)学口全艘に日 して

基本的な学習習慣は身に付いていて,落 ち着いた雰囲気で学習することができている。

どの教科の学習にも意欲的に取 り組めるが,自 分の考えや能力に自信がない時は消極的な

姿勢 も目立つ。 また,自 分か ら進んで発言 しようとする児童はやや固定化 している現状が

ある。

グループ学習や班活動を行 う時には,誰 とでも一緒に取 り組む ことができる。 しか し,

課題 を早 く終わ らせ ようとするあま り,話 し合いや意見をまとめる活動な どが深 まらない

場面や,与 えられた課題 を終えた時点で集中力を切 らして しま う場面もあるので, 1時 間

を通 して学習に進んで取 り組めるよう指導 している。

(2)総合的な学日の時日に日 して

今年度のこれ までの学習では,社 会科の発展的な位置付けとして取 り組んだ 「農産物」
「漁業」について調べる学習を行った。 4～ 5人 の班 ごとにテーマを決め,本 な どの資料

やインターネ ッ トで得た情報をもとに,分 かつたことを画用紙にまとめ,発 表するとい う

流れで学習 した。 この学習の中で,調 べて分かつたことは出典を明記 して発表物にまとめ

ること,イ ンターネ ッ トの情報は誰 (個 人,企 業,国 の機関等)が発信 していて,信頼性

があるか どうかを考えることといった「学び方 。考え方」について繰 り返 し指導 してきた。

また, 4月 か ら定期的 (ほ ぼ月 1回 のベース)に 行つてきた 「農村体験学習Jで は,稲
作に関する様々な実体験 を重ね ることができた。 この中で,児童は知繊や経験 を深めただ

けでなく,主体的に活動に取 り組 もうとす る態度や,学習を通 して接 した様々な人への感

謝の気持ちをもつ ことができた。 また,農家の仕事に触れ ることで自己の生き方を考える

ことにもつながったと考えている。

これ まで行ってきた社会科 との関連付けを中心 とした学習に加 え,本 単元では家庭科や

道徳の時間 といつた他教科や他領域 との内容 と関連付けた学習,活動の計画を設定 し,よ
り幅広い面か ら児童の考え方や態度を育てていきたいと考える。
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5 単元綱成日 (全 22時 間 )

嗜てたお米 (も ち米)を使つて「収穫祭」をしようい

、 Fんな料理を作りたいか重えよう
!        J

○ もち米チ ャーハ ンを

作 りたいか ら.栄螢

について調べよ う !

○炊き込みご飯を作り

たい !ど んな員を混

ぜたらいいかな?

‐

○他とは違う味付け

のチャーハンを作

りたいな !

○自

乞

1家 製8見だいふく

1作 つてみたい !

家庭科で「3つの栄

養のグループJ

について学んだね。

バランスよく食べているかな?

好き燎いしてないかな?

探そう !学ぼう !フ ードバワー

「フー ドパワー調査隊」

～必要な食材と栄姜 (3つの食品群)

結成 !!
につ い て調 べ よ う～

様々な栄養が

含まれている !

地城によつて 作り方に

違いがあるんだ !

調べたことを学級のみんなに発表しよう!

綸●の先生にも■いてみよう l

収穫祭の献立を見直 してみよう 1

・ もつと栄養のパランスを考えてみた方がいいかも…。

→栄養のことに詳 しい先生にも教えてもらお う !

。こんな材料を付け足そ う !も う1品考えてみてもいいかも

学習のまとめ～収積祭 (も ち米料理会)を開こう !!

・調理の しかたを考えよう !

・ グループで役割分担を しよう !

・佐藤 さんも招い

`,感
謝の気持ちを込めてごちそ うしよう

これからも栄長のことを考えて食事をしていこう !

食べ物と,作つている人たちに感日して食べよう !

考えた献立にはどんな栄姜が

入つているかな?

栄養について考えよう !
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6 活動計画 (全 22時 間 )

段 階 内 容 (時 数 ) 児 童 の 主 な 活 動 支援 (。 )と 評価 (☆ )

課

題
把

握

育てたお米を使つて「収穫祭 (も ち米料理会)」 を開こう !

し

考

に
　
を

祭
　
一

穫
　
ユ

収
　
ニ

な
　
メ

　

。

ん
　
か
　
う

ど
　
い
　
よ

た
　
えヽ

(2)

チヤーハ ン !

○ お 米 (も ち 米 )を 使 っ た 料 理

を 出 し合 い ,作 りた い もの を

考 え る。

・ お 家 の 人 に , どん な もの が 作

れ るか聞 い て み よ う。

・ 作 りた い 献 立 を 決 め ,グ ル ー

プ を作 ろ う。

☆話 し合 い を もとに ,自

分 た ち の 課 題 を 見 付

け,解 決 しよ うと して

い る。 (問 解 )

・ 家庭科 の学習 で 3つ の

食品群 につ い て学 んだ

ことを想起 させ ,課題

を明確 に理解 で きるよル ヨし,■ ■ ―́ ‐  :

お雑煮 ■ 日 だ L、 ミ、

`]
ら す 燿 十 ス

ν
表

グルー プ ご と

料理 に含 まれ て

食 品 と栄養 につ

調べ よ う。

）Ｍ▼
　
調査
・追究

V

I:

と

るヽ

てヽ

5)

)

調

を

○ 班 ご とに 調 べ る グ ル ー プ を 作

り,本 ,新 聞 ,イ ン ター ネ ッ

ト,聞 き 取 りな どの 手段 で 食

べ物 と栄 養 素 に つ い て 調 べ る。

(活 動 の例 )

(0班 )

・ チ ャーハ ンを作 りたい |

→中身は何に しよ う?

一それぞれの栄養を調べよ う !

→色 々な味付けの しかたは ?

(口班 )

・ 炊 き込み ご飯を作ろ う :

→ どんな材料を使お う?
→ どんな栄養が入つているかな ?

→地域によって どんな違いが ?

☆ グルー プの友達 と協力

し合 って,調 べ 方を考

える ことが できる。(学

び・ 考 え )

☆ 調 べ 方 を 工 夫 しな が

ら,積 極的 に調べ活動

に取 り組 も うと してぃ

る。 (主 ・創 )

・ 3つ の食 品群 の ことも

留意 させ ,作 りたい献

立 に つ い て 食 材 の 種

類 ,栄 養素 ,地域 料理

とのかかわ り等調 べ る

課題 を明確 に して学習

で きるよ うにす る。

○ 調 べ た こ と を , Ii夫 して 模 造

紙 に ま とめ る。

☆グルー プの友達 と協力

し合 つて,ま とめ方 を

考 え る ことが で きる。

(学 び・ 考 え )
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整
理

・
深
化

∨

V

5 収 穫祭 の献 立につ

い て も う ,交 チ ェ ッ

ク しよ う.

(本″ 2/2ノ

収 穫 祭 を 開 くた め

に必 要 な 準 備 を しよ

(3)

☆ これ ま で に学 習 した り

調 べ た り した こ とを 11

夫 して 発 表 した り,他

者 か
')の

意 見 を 1)と に

献 ウに つ い て 考 え た り

す る こ とが で き る。(学

び・ 考 え )

☆収 穫 祭 に 向 け て ,献 立

の 見 直 しに積 極 的 に 取

り組 も う とす る。 (l:

・ 11)

☆収穫祭 に向けて,学 ん

だ こ とを生か して積極

的 に取 り組 も うとす る

気 持 ち を 1)つ .(|:
11)

。必要 な ものや役割 分担

な どを グルー プ ご とに

ま とめ る こ とで ,見 通

しを もって収穫祭 に取

り組 め るよ うにす る。

☆調べ た ことや学 んだ こ

と,調 理 活動等 に よつ

て得 られ た経験 を 普段

の 食生活 に生か してい

こ うとす る気持 ちを も

つ.(生 き方 )

つ 。

7 学 習 した こ とを も

とに 調 理 し,収 穫 祭

を開 こ う。  (3)

8 フー ドバ ワーの学

習 を振 り返 ろ う。

(2)

○ 笹 嶋 先 生 を招 い て 「フー ドパ

ワー 」 発 表 会 を し,調 べ た こ

とを他班 と交流 し合 う。

・ 3つ の 食 品群 の うち , どれ が

少なめだろ うか ?

・ 給 食 の 献 立 を 考えて い る先 生

に も聞 いてみ よ う !

・ 少 しで も栄 姜 バ ラン スが よ く

な る よ うに ,材 料 を 見直 した

り, も う 1品 考 えた り してみ

よ う !

○ 収 穫 祭 に 向 け て ,具 体 的 な 計

画 を 考 え る。

・ 決 ま っ た 料 理 の 調 理 の 仕 方 を

調 べ よ う。

・ 料 理 に 詳 しい 他 の 人 や 先 生 に

も問 い てみ よ う。

・ グル ー プ ご とに 役 割 分 担 を 考

え よ う。

・ 収 穫 祭 だ か ら,農 家 の 佐 藤 さ

ん も招 待 しよ う !

→招 待 状 を 書 い て 出 そ う !

○ 実 際 に 調 理 し,み ん な で 収 穫

祭 をす る。

○ 学 習 の 成 果 と課 題 を振 り返 る。

○ これ か らの 自分 た ち の 生 活 に

生 か して い け る こ とを考 え る。

・ 給 食 を残 さず 食べ よ う !

・ 地 元 で 作 られ る もの を い つ ぱ

い 探 そ う !
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本時の実際

(1)本 時 の 目標

〇 これ 上でに学習 した り調べた りした ことを 11人 して発表 した り,他 者か ′,の 意見を も

とに献 立について考えた りすることができる .(学 び方・ 考え方 )

○収穫祭に向けて,献 tの 見riし に積極的に取 りおtt,う とする.(主 体的・創造的態度 )

(2)本 時 の 展 開 (2時 間扱い―本時 :2時 間 ‖)

Oiq,]rj t/1,.i.= I > l. tL'/:t<

児 童 の 活 動 の 様 子 と教 師 の は た らきか け 支援 (.)と 評価 (☆ )の実際

これ ま で の 学 習

の 振 り 返 り ( 5 分 )

班 で 考 え た 収 模

祭 の 料 理 に つ い て

発 表 し,話 し合 う.

(15分 )

○班 ご とに

発 表す る Hキ のホ イ ン

トをりl確 に し,ス ム

ー ズに発 表で きるよ

うに した _

笹 嶋 先 41に は ,  つ

の 班 の 発 表が 終 わ る

ご とに ,栄 養 面 や 献

立改 善の ヒン トな ど

の 山iか ら話 して い た

だ い た .

考えた料理と栄養について発表 し,

自分たちの献立を見直そう !

お雑魚にはたくさん野菜が入つ

ていて,縁の栄書も多いという

ことがわかりました。

私たちは,す まし仕立ての

お雑魚を作ります !

この 3点 に注目 して

“

を目こ う ′

‖理のいろとりを薔え

て,野書を入れてみて

はどうてしょうな。
著えた料理を主無にして ,

tラ :品あるとよいてすね。

お雑魚は,栄書のパ

ランスがよい料理だ

なと思いました。

○ 発 表内 容 に つ い て ,質 ‖1や 意 見 を
`常

う
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3 考 え た 料 Flに つ

い て ,改 善 の 話 し

合 い を す る .

(20分 )

3 本 時 の ま と y)を

し, 次 HIへ ′)意 欲

を iliめ る  (5う ))

O班 ごとに ,考 えた献 立の栄 養 バ ラン ス

を よ くす るた めに , ど うすれ ば よいか

話 し合 う.

○ 本時 の学 習 を振 り返 り,次 時 へ の意欲

を 1)つ 。

3つ の栄養 を必ず バ

ラン スよ く入れ る こ

と |こ こだわ らず ,少

しで 1)改 善す る こと

を ‖的 に話 し合い を

させ た

笹 嶋 先 41に 本‖キの 成

果 を評 価 して い た だ

き , 学 習 の i士 成 感 と

今 後 へ の 意 欲 を感 じ

r,れ る にうに した。

あんかけの員の中味

を考え直そうよ。

★●●か●●●■など●

●脅に。●虫●●●し

ようと考えること手で

きているか.(学びカ

・考え力)
お雑煮のいろどりを

よくするには一。

どんなEl粟があると

いいかなあ ?

笹哺先生に,も

う一回ヒントを

もらおう !

口見だい S、 くはデザ

ー トだから,メ イン

のご飯を考えよう !

☆収●彙に向けて学んだ

ことを生かして籠し合

い,●●的に摯り●む

mち をもつているヽ

く主体的・

―

)

との壼七.麒 nを 見■してと つてもおいし

とうなメニューを者えられましたね !

■理の仕方や根日分担なとについて ,

れなら計目を立てて遭めていこう。

献立の栄養バランスがよくなったぞ !

おいしく食べられる収穫祭に向けてがんばろう

○改 許 した献 ■を,Jlご とに経表す る

赤と鎌の榮■を多くしました。

あんかけに自菫を入れることにしました。

・チャーハンに加えて 和えわを作ります。

・お雑薇と デザー トを作ろうと思います。

・おこわを作つて =見だいふくをデザー トにします。

・お雑■の トッピングにいろいろな野菜を用意します.
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8 成 果 と 課 題

(1)地 域環境 を生 か した体腱活動の工夫

[成 果 ]

・ 自分 た ちが 栽培 に か か わ った もち 米の料

理 を考 え る とい う学 習 活 動 が 明確 に示 さ

れ た た め ,興 味 。関心 を もつて学 習 に 取

り組 む こ とが で きた。 本 時 にお い て も ,

献 立 を改 善 す る話 し合 い が ,ど の 駆 にお

いて も活発 に行 われ ていた。

・ 事後 の収 穫 祭 で は ,話 し合 っ て決 めた こ

とを も とに調 理 を行 い ,生 産 者 を招 い て

一緒 にお い しく食 べ た こ とを通 して,地
域 の よさを感 じることがで きた。

[課 題 ]

・ 献 立 を考 え て調 理 を行 う活 動 で は ,お い

しい料理 を作 る ことだ けでな く,「 地域 の

食材 Jを 使 つて い る こ とを もつ と意識 付

け られれ ば よか った。

(2)指 導体‖・ 方法の工夫

[成果 ]

・ 栄養 教 論 の 専門的 な観 点 か らの指 導 ,助
言 をい ただ くことが で き,話 し合 い活 動

の 内容 を深 め る こ とが で きた。

・ グル ー プの人数 が活動 の内容 に適 して い

て ,一 人一 人 が課題 を明確 に して学習 に

取 り組 む こ とが で き,興 味 。関心 を高 め

ることがで きた。

[課題 ]

・ 班 ご とに考 えた献 立 を発表 し合 ってか ら

学習を振り返つて～児童の感想から～

・班の4人でましめに取り組めてよかった。

・班全員が料理を努力して作っていたと思い

ます。

・自分たちで作ったお米で作つた料理は,と
てもおいしかった。

の ,他班 か らの発言 が少 なか った。発表 をす る とき,聞 くときの視点 を もつ と精選す る

必要があった。

(3)他 領壇 との日遭付 けを目 つた指導の工夫

[成果 ]

・ 栄養や 調理 について調べ る学習は家庭科 の内容 と直接 関係 していたの で,本 単元の学習

を通 して関連付 けた指導 を行 うこ とがで きた。

・ 社会科 で学習 した 「食料生産 にはげむ人 々の 工夫や 努力 J,道徳 で考 えを深 めた 「働 く

学習を振り返つて～児童の感想から～

。お米は味がしみていておいしかった。佐藤

さんに感謝したいと思います。

・自分たちでついたおもちはすごくおいしか

つたです。

・晨家の仕事は大変だとわかったし,もみす

りをするときの工大も見付けられたし,収

積祭も楽しかった。

・全部手作業だったので,大変でした。

・普段できない体験ができてよかった。

・面白かつたし,イ ネが実ってよかったと思

つた。
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ことの意義」 を もとに,収穫祭 では生産

者への感謝の気持 ちを もつて活動す るこ

とができた。

・ 収穫祭 での調理 では家庭科で未習の内容

もあつたが,資 料や図書を参考に した り,

保護者の協力を得た りして学習 を進 める

ことができた。

[課題 ]

・ 本時の学習の中では,収 穫 したお米や生

産者への感謝の気持 ちを もつて献立を考

えるとい う面までは至 らなかつた。

・ 学級活動で考 えを深めた り話 し合 った り

す る場 面で,本 単元の学び と関連付 けて

指導 してい く必要がある。

学習を振り返つて～児童の感想から～

・農家の佐藤さんは,自分たちの食べる米を

がんばつて作つてくれているんだと思つた。

・晨家の佐藤さんたちのもち米はおいしかつ

たです。

・もつとよくかんで,栄螢のパランスを書え

ながら食べるようにしたいです。

・栄彙のパランスを書えて,もっと料理をし

てみたい。

・30の食べ物全てを,食べるようにしたい

です。

・朝食を毎日食べる。できるだけ赤・贅 。縁

をバランスよく食べる。間食をとりすきな

い .
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11 週籠の時日の指導に日して      〕

12 特鵬活働の指導に日して       〕

〔3 構含的な学目の時日の指導に日して  〕



今年度は 3か年継続研究のまとめの年度であ り,過 去 2年 間の成果や課題 を踏 まえなが

ら,こ れまでの研究の集大成 とすべ く取組を進めてきた。「未来を拓 く力を育成す る『 心

の教育』の実践的研究～自分を見つめ他 と豊かにかかわる力を養 うために～」の研究主題

の もと,特 に 「他領域 との関連付けを図つた指導の I夫 」に重点を置き取 り組んできた研

究の成果 と課題は以下の通 りである。

視点1 道徳の時間の指導に関して

今年度の重点 8他領崚との日違付け●口りむがら.二■の時日においてこ魯

"僣
僅の澤化・ 欄鬼・ 畿合●口●す●■の工共

一――一―――¬■■■       ゝ
道徳の時間に用いる資料については,内容や活用媒体,提示の方法など様々な面から工夫する

ことが大切である。今年度の検証授業においては,導入段階で絵を活用 し子供のイメージを豊か

にした上で題材の文章を読み,再び絵を用いることで課題の自己化を図るといつた工夫がなされ

た。また,子供たちが自然に考えを深められるよう実生活で起こり得る題材を用いた上で役割演

技を行 うなど,資料の活用と指導方法の工夫を関連させた学習活動の重要性 も確認できた。この

ような活動を行 う中で自己理解の深まりが見られ、自己の在 り方や生き方を追求 しようとする態

度につながつた。

道徳の時間は心の教育の要となるものであり,年間を通 じた指導計画の中で他領域の学習活動

との関連性を明確にすることが重要である。そのことが,全教育活動における道徳教育実践の基

盤を形成することにつながる。このような考えに基づき,今年度の研究においては,年間指導計

画及び単元の指導計画の中に道徳的価値の関連性を位置付けることの意義について検証 した。結

果,道徳の時間以外の学習活動においても,道徳的価値の育成を意餞 した指導が実践されると同

時に,それを道徳の時間の指導に反映させることでさらに効果的な指導が行えるとの結論に至っ

た。

一― ―一 一― ―¬ __■       、
道徳の時間における資料の活用については,提示の方法やタイ ミングなどを十分吟味すること

が求められる。それは,子供たちが資料の内容を正しく理解 し,状況を鮮明に思い描いたり,人
物の心情に深く寄り添つたりするために不可欠な工夫である。資料を配付 し文字を読ませた上で

子供たちが自ら内容を理解できるよう支援 したり,あるいは資料を配付せず,教師の音読によつ

て大まかな内容を捉えさせた上で要点を焦点化 して確認したりと,授業のねらいや子供たちの発

達段階に応 じて,よ り効果的な手段を模索する必要がある。

また,役割演技などの活動を取り入れ,子供たちの意欲の高まりが予想される場合,その活動

を行 う意義を教師が常に念頭に置き,最終的に授業のねらいを達成できるよう子供たちを導くこ

とが重要である。子供たちが活動の楽 しさに引かれ積極的に取り組むことは大切であるが,それ

で終わることなく,自 らを振 り返り実践への意欲化に結び付けなければならない。そこで子供た

ちが意識化 した道徳的価値が,特別活動や総合的な学習の時間などにおいて発揮されるよう活動

をI夫 し,そ の過程を見取つた上でさらに道徳性を高められるよう支援することが重要である。
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視点2 特田活動の指導に関して

今年庭の重点 :他領崚との目違付け●口り,特潤活●におけるグループ活動

を効果的に行うことで遺機的奏義力を出あるお事の工夫

L
特別活動のねらいは,集団活動を通 して集団の 一員としての望ましい態度を育成することにあ

る。今年度の検証授業はこの点を踏まえ,年間指導計画を基盤としながらもその時点における学
級の実態を詳細に把握 し,指導に生かすよう努めた。集団における人間関係やコミュニケーショ
ンの重要性を理解させ、人と助け合いながら生きていくことの大切さについて考えを深めさせる
ことができた。それを総合的な学習の時間に行われる職場体験学習と関連付けることで,よ り効
果的な指導を目指 した。また,実践的な態度の育成を区lる ためにロールプレイを取 り入れ, ワー
クシー トを活用 しながら課題を具体的かつ明確にすることで,学習効果を高めることができた。
このように,集団活動の特性を生か した上で指導方法を 11夫 し, さらに他領城との関連付けを図
ることで,一過性の活動として終わらせず,年間を通 じ子供たちの成長に相乗効果をもたらすよ
う取り組むことが重要である。

視点3 総合的な学習の時間の指導に関して

子供たちの道徳性の育成は,全教育活脇 るべきであり,総合的な学習の時1誦
も体験活動や探究活動を通 して,豊かな′いをはぐくむことが求められている。今年度の研究で
は,そ の点について他領域 との関連付けをより明確にし,検証授業において成果を見出すべく取
組を進めた。今日的な課題を踏まえ食育をテーマに掲げ, 日常の観察やアンケー ト調査の実施な
どにより,子供たちの実態を的確に把握 した 11で検証授業を行った。そのことにより,感謝の′い
や働くことの意義, 自然を愛する精神などの道徳的価値について,年間を通 じ様々な領域や教科
において関連付けを図った指導が実践され,子供たちの道徳性を深めることができた。

また,地域の人々や施設の理解と協力のもとに活動の場を広げ,子供たちに豊かな体験活動に
取り組ませることができ,地域 との連携や体験活動の重要性について確認することができた。指
導体制の観点からも,専門的知識を有 した指導者が授業実践にかかわリティーム・ティーチング
を行うことで,子供たちの意欲の高まり,思考の深まりが見られるなど,指導体制・方法を Ii夫

することの大切さが検証された。

特別活動において r供たちが学び体験 した内容は,そ の後のそれぞれの生活に生かされること
が大切である。ロールプレイなどの活動で特定の状況設定のもと考えを深め,具体的な方法や実
践的態度を学んだ後に,それが ‐般化され自主的な取組として発揮されることが求められる。そ
のためには,授業の終末における教師の総括的指導や学校41活のあらゆる場面での見取り, 支援
などが重要である。また,道徳の時間において関連する道徳的価値をさらに深めたり,総合的な
学習の時間において子供たちの学びが41か されるよう様々な活動を設定し指導する必要がある。
それらを効果的に関連付け,継続 して行 うことによつて,社会生活において自らの理想を実現す
る力,未来を拓く力が養われる。

:他領崚とのロニ付けを目った体験治働を行う中で,自 己理解を
深め,自 らの理想を実現しようとする患庄キ姜うお等の工夫
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ゝ
総合的な学習の時間における活動は,その内容が多岐にわたり他教科や他領域の学習と密接に

関連することが多い。今年度の検証授業で取り組まれた食育というテーマについても,家庭科で

扱われる内容と重複する点がある。その際に重要なのは,各活動における日的を明確にし関連付

けを図ることである。総合的な学習の時間に関しては,知識の習得に終始することなく,他教科

や他領域で身に付けた知識や技能を活用 し,思考力や表現力,判断力などを養 うよう指導を進め

る必要がある。

また,総合的な学習の時間においても道徳性を養 うことは大切であり,体験活動や話 し合い活

動,発表活動などの各場面で,どのような道徳的価値の育成を目指すかを意識 し指導を行 うこと

で,よ り豊かな心の教育の実践に結び付くと考えられる。

参著文敲リスト

・学習指導要領 (平成 10年 12月 告示)

。新学習指導要領 (平成 20年 3月 告示)

・釧路教育研究所 研究紀要 第 57集 ,第 58集 ,第 59集
。十勝教育研究所 研究紀要 No.198,No.200
。石狩教育研究所 研究紀要 第 185号

・後志教育研修センター 研究紀要 No.73

。「第 15回  北海道生活科・総合的な学習教育研究大会 大会紀要J

。「平成 16年度 研究紀要 苫前町立力昼小学校 J

・「留萌管内生活科・総合的な学習研究会 第 4回 実践交流会 議演資料」

。「小学校学習指導要領解説特別活動編」 文部科学省

。「小学校学習指導要領の展開J 宮川人岐編著 明治図書

。「中学校学習指導要領の展開道徳編J 七條正典編著 明治図書

・「中学校学習指導要領の展開特別活動編」 森嶋昭伸・鹿嶋研之助編著 明治図書

。「中学校学習指導要領の展開総合的学習編」 山極隆編著 明治図書

・「学級活動の年間指導計画と展開小学校低学年J 字留田敬一編 明治図書

。「学習活動の指導過程小学校低学年J 成田回英編 明治図書

。「小学校 。キヤリア教育のカリキュラムと展開案」 児島邦宏 。三村隆男編 明治図書

。「道徳と総合的学習で進める心の教育」諸富祥彦・尾高正浩編著 明治図書

。「総合的な学習に活かすポー トフォリオがよくわかる本」 小田勝己 学事出版

。「中学校『総合的な学習の時間』研究の手引」 児島邦宏・佐野金吾編 明治図書

・「中学校特別活動+総合的学習の展開プラン集」 渡部邦雄編 明治図書

。「平成20年版中学校新教育課程教科・領域の改訂解説J 安彦忠彦編 明治図書

。「教育展望」2003.7・ 8

「指導 と評価J20065,2008.9
「特別活動研究J2006.3,2006.12
「中等教育資料」2008.H
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[1実施要項   〕

〔2配布及び回収:こついて〕

〔3結果と考察  〕



1 目 的

平成 18年度 より取 り組んできた 「未来を拓 く力を育成す る「心の教育1の 実践的研究」

に関す るアンケー トを実施 し,留 萌管内小中学校の実情や教員の考えを把握 した上で,研

究の成果 と課題を明 らかに し,今 後の研究推進のための資料 として役立てる。

口奎方法の概要

(1)留 萌管内全小中学校の全教員を対象に調査を行 う。

(2)勤務校種 ごとに調査結果の集計を行い,比較分析す ることで発達段階に応 じた相

違点等を明 らかにする。

(3)平成 18年度に実施 したアンケー トとも照 らし合わせ,意義ある考察を提示でき

るよう努める。

～御協力いただいたアンケー トの主な設間の集計結果 と考察を,以 下に記 します。～

1 過去 3年間程度の指導を振 り返り,子 供たちに対 しどのような心を育てることが

大切だと考えますか。下記の中から 1～ 3つ 選び,番号でお答えください。選択肢

以外にお答えがある場合は,「⑮その他Jに御記入 ください。

①基本的生活習慣を守ろうとする心 ②善悪を判断する心

③ 自主的に行動 しようとする心 ④我慢強い心 ⑤責任感の強い心

⑥ 自らを律する心 ⑦明るく朗らかな心 ③協力・協調の心

⑨公共のために尽くす心 ⑩ 自己を高めようとする心 ①自然を愛する心

⑫生命を尊重する心 ⑬美 しいものに感動する心 ⑭感謝の心

)⑮その他 (

配布数 (枚 ) 回収数 (枚 ) 回 収 率 (%)

小学校 313 267 85

中学校 224 155 69
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【考察】

小学校 。中学校 共に,最 1)卜 J答 が 多か ったのは
‐
善悪 を中l断 す る′とヽ,で , 2年 前の調 査

結 果と同様 でル)ろ ,少 年犯』:の lll年 齢化や い じy)問 題 な どの影響 1)考 え r,れ るが ,「 善悪 を

判断す る心 Jが F供 たちの 中に育っていない と結論付 |ナ るよ り t,,I詩 悪 を判断す う とヽ」を

r供 た ちに身 に付 け させ ることの 人リリさ, 普遍性 を 4tし てい る と考える方が適 切 であ る と

思われ る 特 に小学校 にお け る国 答数は群 を抜 いてお り,成 長過程の lllぃ 段階 でそ うした
′とヽをitぐ くむ こ との :[要 性 を,教 ほか強 く感 じている と号察 され る .

他 の■ 日について 1)2年 前 と J様 の傾 向が 見 られ ,「 感謝の ,と、Jゃ 「
自らを律す る心 lな

ど|ま 変わ「,ず 回答数が 多か った  ち,前 い|に 比べ I Jlt本 的 生活習慣 を守 る心 1カ 大ヽ切 と

す る卜J答 が非常に 多 く見 られ た 知1・ 徳・体のバ ラン スについては ,そ の重 要性 が以 nlに

も増 して指摘 され てお り,学 校現場 にお いてそれ が認 知|さ れ ている ことを′】そしてい る と考

え られ る.規 則 正 しい生活 リズ′、ゃ 卜分な睡眠 は,バ ラン スの とれ た食・

"な
どの41活 習慣

の 人 tJlさ を r供 た ちに伝 え,身 に付 け させ るた y)に は家庭の協 力が 不 ‖r欠 で llる _今 年度
の研 究にお いて も,総 合的 な学習の日1間 の 環 と して食育 :「 1対 す る検証授 業を行 )́′1が

,

今後その よ うな取利1を 家庭や地域 と連携 しなが ら
'■

めてい くこ とが 重要であ る と考え られ

る .
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【考察 】

‖l答 Lし て 多 く 挙げ られ て い るの は , 学 校 行 1'|1学 級 活 動 り 1各 教 千1の 授 業 |で ル,り ,

小十 校 ・ 中
′/枝 I二 共 j』 してい る この こ とl■ ,実 際 に他 の r tt L接 し

'tに

・r rJlす る場 由iに

お い て ,心 の 成 1(が llLさ れ る と考 え る教 11の 多 さを 表 してお り,集 I月 活 動や 体 験 活 動 の ,1

要性 を 4tし て い る  総 合的 な学 習 の Hキ ‖l,と す ろ回 答 t)前 可′)調 査に 比 較 して増 ス ,様 々
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ノブ,前 卜11′ )調 l・l・ 同 様 ,中 学 校 にお い ては
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●い0い
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3 道徳教育に関 して,道 徳の時間 と他領域・ 他教科 との関連付 けを意識 した年間指

導計画の作成 を進 めてい ます か。

①そう思う ②どちらかといえばそう思う ③あまり思わない ④思わない

【考察】

新 たな学習指導要領 にお いて,全教科・ 領域 の 「指導 計画の作成 と内容の取扱 い」の配
慮 事項 と して,道 徳教 育 との関連 がりl示 され てい る。 この よ うな状 況の 中 ,ノト学校 にお い

て 「そ う思 う」「どち らか といえばそ ぅ思 う」 とす る回答が全体の約 6割 を占めた ことは ,

全教 育活動 にお いて道徳教 育に取 り組 む こ との重要性 が改 めて確認 され ,そ の さらな る充
実に向けて方策が講 じられ つつ あ ることを示 してい る と考 え られ る。

中学校 にお いて も,「 現在推進 中」「見直 しを検討 中」な どとい った回答が見 られ た もの
の,「 そ う思 う」「どち らか とい えばそ う思 う」 を合わせ た回答は全体の約 半数 であ った。
教科担 当制 であ る中学校 にお いては,取 り組み づ らい点 も考え られ るが ,特別活動や総合
的 な学習の時 間な どとの関連付 けを始 め と して,道 徳教 育の指導 計画 を充実 させ る ことが
大切 であ る。

4 道徳 の時間 につ いて,お おむね年 間指 導計画に沿 つた授 業を実施 で きてぃ る と思
い ますか。

①そう思う ②どちらかといえばそう思う ③あまり思わない ④思わない

4 ■oo● ● 3

そう●う

とらち,と いtぼ t,● ぅ

3● V● ●●い

こ
"0い
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【考察 】

道徳の時間 にお ける年間指導 に沿 つた授 業の実施 について,肯 定的な回答 は小学校 で約

5割 ,中 学校 にお いては肯定的な回答が約 3割 で ,お よそ 3分の 2の 教員が否定的な見解

を示 した。 その大 きな理 由は , 日々変容す る子供 た ちの実態 に応 じた効果的 な指導 を行 う

た めに、結果 と して計画 とは異なる取組 がな され ているこ とと考 え られ る。 同時に、時代

や社会の情勢の変化 を的確 に捉 え、道徳教育の全体計画や学級 にお け る指導計画 を見直 し、

随時年間指導計画に修 正 を加 える ことで、系統的 な道徳教 育 を実践す ることも重要であ る。

一方で,設 間 3の 年間指導計画の作成 に関す る調査結果 と併せ考 える と,年 間指導計画

を見直 し,よ り幅 広い道徳 教育に対応 で きるよ う計画 を充実 させ ることで,見通 しを もつ

た効果的 な道徳教 育 を行 うことが求 め られ る と考察 され る。

5 道徳教育に関して,道 徳の時間と他領城・他教科との関連付けを意識 した授業を

実施できていると思いますか。 (体験的な活動の前後に,そ の活動内容と関連付け

た「道徳の時間Jの 授業を実施するなど)

①そ う思 う ②どちらかといえばそ う思 う ③あまり思わない ④思わない

【考察 】

道徳 の時間 と他領城・ 他教科 を関連付 けた授 業の実践 につ いては,小学校・ 中学校 共に

肯定的 な回答 と否定的 な回答 がそれ ぞれお よそ半数 の割 合 を示 した。 この こ とは,設 問 3

の考察で も述べた通 り,全教 育活動 にお ける道徳教 育の充実の重要性 が認識 され つつ あ る

ことを表 してい る と考 え られ る。今年度 ,本研 究所 では 「他領域 との関連付 けを図 つた指

導の 工夫」を重点 と して研 究 を推 進 した。 道徳教 育の変遷期 にお いて ,今 後 も理論・ 実践

研 究や研修講座 な どを通 じて,管 内教育の発展に努 めたい。

そう●う
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6 道徳の時間や特別活動 ,総 合的 な学習 の時間 に関 して,指導方法や指導体制 をI
夫で きてい る と思 い ますか。 (グ ス トテ ィーチ ャーの活用や TT体 制の実施 ,グ ル

ー プ活動の活用や ロールプ レイな ど)

①そう思う ②どちらかといえばそう思う ③あまり思わない ④思わない
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【考察 】

各領城 にお け る指導方法や指導体制の 工夫に関 して,肯 定的回答が顕 著だ ったのは総合

的 な学習 の時間にお ける指導 であ る。 小学校 で約 8割 ,中 学校 においては 9割 近 い教員が

「そ う思 う」「どちか とい えばそ う思 う」と答 えている。中学校 にお いては,学年 単位 でT

T体 制 の もと指導 を行 う場合が多 く,そ れ に伴 い様 々な指導方法が取 り入れ られ ,活動の

充実が図 られ てい る と考 え られ る。小学校 にお いて も,管 内各地域 の特 色を生か した多様

な活動が行 われ てお り,グ ス トテ ィーチ ャー を迎 えた り調査活動や発表活動の指導方法 を

工夫 した りす るな ど,取組 の成果 が調査結果 に表れ た と考 え られ る。

特別活動 について も肯定的回答が過 半数 を 占めた。 本研 究所 にお いて も,生 徒 会活動 に

結 び付 けた活動の 工夫や ロール プ レイの実践 な ど,指導の 工夫 について研 究 を進 めて きた

経緯 があ り,管 内各校 で集 団活動 を通 じ自主的・ 実践的態度 を養 うべ く,教 員の意欲的 な

実践が行 われ てい る と思われ る。

道徳 の時間 については ,肯 定的 な回答 がそれ ほ ど多 くなか つたが ,人 物の心情 に深 く共

感 した り, じつ く りと自己対話 に取 り組 んだ りす るな ど,授 業の特性 が結果 に表れ た と考

え られ る。 実際の指導 を行 う指導者 は学級担任 である場合 がほ とん どであ るが,授 業計画

を構築す る段階 で資料 を共有 した り,効 果的な授 業の進 め方 を交流 した りす るな ど,多 く

の教員がかかわ る中で道徳 の時間の充実に努め る ことが大切 であ る と考 え られ る。

7 児童 。生徒の実態に合つた道徳の時間の授業を展開できていると思いますか。

①そう思 う ② どちらかといえばそ う思 う ③あまり思わない ④思わない

:考 察】

小学校 。中学校共に肯定的回答が約 7割 を占めたことか ら,子 供たちの実態を重視 した

道徳の時間の授業が実践 されていることが窺える。 一方で 「あま り思わない」「思わない」

との回答 も相 当数見られた。心の成長の変化を見取るためには長期的な取組が必要であ り

そのため指導の成果が実感 じづ らいことや,子供の実態の多様化,あ るいは道徳の時間の

指導について教員が基本的な悩みを抱えている可能性などが理由として考えられ る。設問

6の 考察でも述べた通 り,道 徳の時間の指導について管内の教育現場で生かされ る研究の

推進が求められていると思われ る。
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8 道徳の授業の指導内容や指導方法などについて,校 内 。校外において研修を行 う

ことができていると思いますか。

①そ う思 う ② どちらか といえばそ う思 う ③あま り思わない ④思わない

【考察】

道徳 の授 業に関す る研修への取組 については,小学校 で約 7割 ,中 学校 で約 8割 の教員

が否定的回答 を示 してい る。研修時間の確保 の困難 さが大 きな要因 と考 え られ ,道徳 の授

業に限 らず研修 全般 にかかわ る課題 であ ると考 え られ る。 また、教員の道徳教育に関す る

研修意欲 の低 下 もこの結 果の 一因 と考 え られ る。本研 究所 にお いて も,数年 来道徳教育に

関す る研修講座 を行 つてお り, ‐定の成果は得 られ てい る と考 えるが ,意欲が あるに もか

かわ らず 多忙 さゆえに教員が参加 で きない実情 もあ る。 今後 は , さらに研 究・ 研修 の在 り

方 を見直 し,負 担 を感 じさせ ることな く管内の教 育現場 に生か され る取組 を推進 で きるよ

う努 めたい。

今回のアンケー ト調査に御理解・ 御協力いただき,誠 にあ りが とうございました。心よ

り御礼申 し上げます。管内の教育発展に貢献すべ く行つた本調査において,前 回 と比べて

も高い回収率が示 されたことは,各 校の先生方の教育に対する関心や情熱の表れ と考えら
れ ます。

先に述べた調査結果の概要と考察を振 り返ると,心 の教育の重要性が改めて感 じられ ま

す。学校教育のあらゆる場面で心の成長を促す ことの大切 さ,そ の基盤 となる道徳教育の

全体計画を充実 させ ることの重要性などが,今 回の調査結果か ら明 らか とな りま した。 ま
たこのことは,管 内の先生方が高い志の もと日々の教育活動に励んでいることをも示 して
います。

本研究所において 3年 間取 り組んできた 「未来を拓 く力を育成する『 心の教育』の実践
的研究Jが ,管 内の教育の充実に貢献できたことは幸いであ り,今 後 も現場に生か され る

研究を推進できるよ う努めたい と考えます。
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あ と が き

今年度は, 3か 年継続研究のまとめの年 として、「道徳の時間の指導に関 して」「特別活

動の指導に関 して」「総合的な学習の時間の指導に関 して」とい う3つ の研究の視点につい

て、研究を進めてまい りま した。前述の 3つ の視点に関 し重点化を図 り、「心に響 く教材・

教具の開発 J「 集団活動、体験活動の ]i夫 」「指導体制・ 方法の工夫」「他領域 との関連付け

を図つた指導の工夫」を研究の柱に据え、授業実践を行い、研究協議を重ね、その成果や

課題 を『 研究紀要』第 14号 としてまとめることができま した。

これ もひ とえに,共 同研究推進のために御尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆

様方,そ して,今 年度検証授業を提供 してくだ さった,研 究協力校の沖見小学校、研究協

力員所属校である天塩小学校、港南中学校の御理解 と御協力によるもの と心 より感謝申 し

上げます。 また,紀 要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきま したこ

とに対 しま しても,重 ねて御礼申 し上げます。

本書を多くの先生方に読んでいただき,校 内研究や個人研修 , 日常の教育実践において

御活用いただければ幸いです。

来年度は, 3年 次研究の成果 と課題を踏 まえた上で、新たな研究に取 り組み、多くの成

果が得 られ るよ うに努力 してまい ります。今後 とも当研究所に対 しま して,変 わ らぬ御指

導,御 協力のほどよろ しくお願い申 し上げます。

平成 21年 3月

研 究紀 要 第 14号

ひ ら

未素七拓く力を青成する「心の教育」の実餞的研究
～ 自分 を見つめ他 と豊か にかかわ る力 を養 うため に～
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